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要  旨 

 

近年では沿岸域の環境を保全し，人と海のつながりを再生しようとする動きが活発化している．国

土交通省においても社会資本整備と環境の保全の両立に取り組み，自然と共生する社会の実現を目指

すこととしている．  

2005年に実施された「海の生き物」の棲み処づくり調査において，芝浦アイランド護岸において生

き物の棲み処づくりの可能性が提言された．このような背景を受けて，2007年4月より，国土技術政

策総合研究所が中心となり東京都港湾局，港区，認定NPO法人海塾等と連携した「芝浦アイランド生

き物の棲み処づくりプロジェクト」が始動した．そして「芝浦アイランドを拠点に，住民によって作

り育てる水際環境の実現」に向けて，場の理解，実現に向けたシステム，棲み処づくり手法の開発を

2011年度まで実施してきた． 

本記録は，これまでの活動内容を整理したものであり，これまで行われてきたハード面およびソフ

ト面における整備内容およびプロジェクト活動から今後の海辺の自然再生のヒントになる事項をま

とめたものである．  
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Synopsis 

 

In recent years, the movement towards conservation of environment on coastal area, and re-connection of 

people and the sea is become active.  Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism is also taking 

working strategies to balance infrastructure development and conservation of nature. 

Under such circumstances, a habitat creation exercise at Shibaura Island, Tokyo, Japan has been started 

in 2005.  The exercise showed possibility and feasibility of restoration of habitats in the area with public 

participation.  A project named “Habitat creation project of creature on Shibaura Island” which was led by 

National Institute for Land and Infrastructure Management, associated with the Port and Harbor Bureau of 

Tokyo Metropolitan Government, Minato Ward, and local NPO group “Umi Juku” etc., has been started 

from April 2007.  The project has been aiming to obtain a possible list of restoration activities with public 

participation which creates various habitats.  The project terminated in fiscal year 2011. 

This report is a record of activities of the project.  This is a show case for a habitat restoration of the 

future seaside.  Not only the hardware construction and preparation but also software aspect of project 

activities are described for extracting lessons learned. 

 

Key Words : Coastal revetment, Tide pool, Adaptive management，Public participation，Environmental 

education 
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1. はじめに 

 

1.1 都市臨海部における沿岸環境の劣化とそれに対す

る対策の動向 

 

(1) 都市臨海部における海域環境の劣化 

東京湾沿岸域のような都市臨海部における運河域や河

口域は，背後に膨大な人口を抱え経済活動の重要な拠点

として，これまで港湾機能の高度化をはかるために岸壁

の整備や埋め立てなどの大規模な都市開発が繰り返し行

われてきた．その結果，そのような開発に伴い水質浄化

機能，生物生息機能，親水機能などをもつ干潟や浅場が

消失し環境の劣化が進むとともに，水際線のほとんどは

直立護岸や私有地などで覆われ，人と水辺のつながりが

希薄になってしまった（国土交通省港湾局・環境省自然

環境局，2002）． 

また護岸や埋立地によって，運河域や河口域は閉鎖海

域状態となり，そこに都市部からの排水など過度な栄養

分が大量に流入することによる赤潮の発生や貧酸素水塊

の形成，そして底質から溶出した硫黄分とともに表層へ

上昇して，海面が青白くなる青潮の発生など深刻な問題

となっている（才野, 1988；風呂田,1988；東京湾再生推

進会議モニタリング分科会ら, 2012 など）． 

 

(2) 海域環境の再生に向けた動き 

近年では沿岸域の良好な環境を保全しようとする働き

かけや環境に配慮した整備を求める国民のニーズの増大

に伴い，海辺が持つ多様な自然環境や海辺空間としての

機能等に着目し，港湾環境を再生し，修復しようとする

機運が高まっている．都市再生本部の第3次決定に「海の

再生」が盛り込まれたことを受け，海上保安庁・国土交

通省などが中心となり「全国海の再生プロジェクト」と

して，東京湾・伊勢湾・大阪湾・広島湾での再生行動計

画が策定されている（海上保安庁，2012）． 

東京湾においては2002年2月に関係省庁と関係地方公

共団体を構成メンバーとする東京湾再生推進会議が設立

され，翌年の2003年3月には「東京湾再生のための行動計

画」が策定された（東京湾再生推進会議，2003）．その中

で，市民が水辺で楽しめるように，都市部において海浜

公園などを整備し憩いの場を設けようとする動きも具体

の行動計画のひとつとして位置付けられるとともに，東

京湾－東京港－京浜運河周辺における生態系ネットワー

クに関する調査なども実験的な取り組みとして実施され

てきた．  

国土技術政策総合研究所では，都市臨海部における環

境再生の可能性について検討するため，湾内や運河域に

おける生物分布や，その生態系ネットワークについて実

証的に研究を進めてきた（佐藤ら，2006；五十嵐・古川，

2007；岡田・古川，2011 など）．その結果，運河域にお

いても，局所的な環境（砂の堆積域や護岸前の浅瀬など）

に着目した場合には，生物生息場としての可能性が指摘

されている． 

また，東京湾再生推進会議のモニタリング分科会等が

主催する東京湾水質一斉調査ワークショップなどにおい

ても，干潟・浅場における環境修復，生物生息場の再生

の可能性が指摘されている（東京湾再生推進会議モニタ

リング分科会ら，2012）． 

 

1.2 生物多様性への取り組みの流れ 

 

(1) 生物多様性条約（CBD）と生物多様性国家戦略 

近年，生物の生息環境の悪化および生態系の破壊に対

する懸念が深刻化してきていることを背景に，生物の多

様性を包括的に保全し，生物資源の持続可能な利用を行

うための国際的な枠組みを設ける必要性が国連等におい

て議論されるようになった．2010年に開催された生物多

様性条約 第10回締約国会議（COP10）では，「2020年ま

でに生態系が強靱で基礎的なサービスを提供できるよう，

生物多様性の損失を止めるために，実効的かつ緊急の行

動を起こす」との趣旨の文言を含む愛知宣言が出された．

それを受けて，我が国の生物多様性国家戦略2012-2020

が平成24年9月に閣議決定され，自然のしくみを基礎とす

る真に豊かな社会をつくることを基本とし，５つの基本

戦略が策定され，約700の具体的施策が行動計画として示

されている． 

2010年には，「地域における多様な主体の連携による生

物の多様性の保全のための活動の促進等に関する法律」

（生物多様性地域連携促進法）が成立し，環境省・農林

水産省・国土交通省が担当して，生物多様性の保全，生

物多様性の構成要素の持続可能な利用，遺伝資源の利用

から生ずる利益の公正かつ衡平な配分を実現することを

目的とした事業が実施されている（環境省，2011）． 

さらに2011年には海洋環境に特化した「海洋生物多様

性保全戦略」が策定され，海洋環境と生物多様性から得

られる生態系サービスを整理し，海洋の生物多様性の保

全及び持続可能な利用について施策を展開すべき方向性

が示された（環境省自然環境局，2011）． 

 

(2) 国土交通省の生物多様性への取り組み 

国土交通省では，持続可能で活力ある国土・地域づく
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りを実現するために，生物多様性の保全に取り組むこと

としている（国土交通省，2012）．例をあげると，過去に

損なわれた生態系や自然環境を積極的に取り戻す「自然

再生」や生物の生息・生育空間のつながりや適切な配置

の確保のため，様々な空間レベルにおける「生態系ネッ

トワーク形成」，社会資本整備にあたっては，計画の初期

段階から環境への影響を配慮し，適正な「環境配慮」を

行うとともに，よりよい環境の創出を行うなど，開発と

環境の両立を図る取り組みなどが該当する． 

また，生物多様性の保全は，活動する市民に地域への

愛着や仲間づくりを促し，地域コミュニティを定着させ，

いきがいづくりへとつながることから，子供たちにとっ

ての環境教育の場や地域防災，自然の恵みを活かしたな

りわいや観光振興，まちづくりへとつながる「生きもの

にぎわいづくり」についても推進している（国土交通省

総合政策局環境政策課，2012）． 

 

(3) 里海 

生物多様性の保全と持続的な利用への取り組みは，地

方自治体，NGO，営利団体による活発な活動が支えてい

る．そうした活動を「里海創成」や「里海再生」と名付

け，取り組みを促進する動きが始まっている（柳，2006）． 

国際連合大学（United Nations University）のレポート

（ Secretariat of the Convention on Biological Diversity, 

2011）では里海活動に関する10箇所のケーススタディが

紹介されており，里海は日本の沿岸域における環境保全

活動の基盤として，また海洋環境とその空間における人

間活動を含めた景観として定義されている．地域の漁業

者と科学者との協力による科学的知見と地域環境に関す

る知識の統合が可能にすることと，里海の概念に柔軟性

を利用してさまざまな省庁の政策やプログラムに適応さ

せることが里海アプローチを国家戦略に徐々に組み入れ

る成功の要素であると記載されている． 

 

1.3 芝浦アイランドにおける生き物の棲み処づくりプ

ロジェクトの背景 

 

港区の芝浦アイランドにおいて，行政・市民・研究者

等との協働による「芝浦アイランド生き物の棲み処づく

りプロジェクト（2007-2011）」が行われてきた．これは，

運河ルネッサンス協議会等が行った，「海の生き物」の棲

み処づくり調査（2005）の提言に沿ったものである． 

 

(1) 全国都市再生モデル調査；「海の生き物」の棲み処

づくり調査（2005） 

東京湾などの海域が環境保全や再生の場として注目さ

れてきたことを受けて，2005年に芝浦アイランドの中に

ある芝浦4丁目南地区西側護岸前面海域を対象地域とし

た，全国都市再生モデル調査による「海の生き物」の棲

み処づくり調査が行われた．その中でこの場は全国にお

ける類似の海辺の自然再生を推進するための先駆事例で

あり，周辺住民にとっても有益な情報や活動の場を提供

し得る場で生き物の棲み処づくりの可能性があることが

提言された． 

しかし，水生生物の良好な育成環境を有する箇所は東

京港内では極めて限定的であり，採光条件や潮流条件の

厳しい箇所においても水生生物が棲める環境条件を検討

して整備することが喫急の課題とされた．また，その整

備及び管理の両面において，都民の参加や民間活力の導

入など，行政と地域が連携した取り組み手法も併せて検

討する必要がある事も指摘された． 

 

(2) 運河ルネッサンス 

運河ルネッサンスは東京都港湾局が実施している事業

であり，地域の町会，商店会，企業，民間事業者，NPO

などの団体で協議会を組織し，運河の活用方法，運河を

利用したイベント，運河上に設置したい施設などについ

て話し合いながら実施・管理を行っている． 

「海の生き物」の棲み処づくり調査では，既存資料調

査，企画会議，事例見学，イベント「カニ引っ越し作戦」

の実施等が行われた．特にイベント開催にあたっては，

芝浦運河ルネッサンス協議会が主体となって地元町会，

小学校，PTAなどへのイベントのPR，参加募集を行い，

芝浦運河を活用したイベントに向けて，地域の活動主

体・リーダーが現れ，地域社会との連携体制が構築され

た． 

 

(3) 行政・市民・研究者によるプロジェクト始動 

2005年に実施された「海の生き物」の棲み処づくり調

査において，芝浦アイランドの場が生き物の棲み処づく

りとして可能性があることが提言され，その後，護岸改

修に合わせ運河に面した小段部が整備された．その小段

部が「都市臨海部に干潟を取り戻すプロジェクト」のモ

デル地域として自然再生の可能性を実証的に検討するた

めに，2007年度より国土技術政策総合研究所が中心とな

り，東京都港湾局，港区，認定NPO法人海塾等と連携し

て，「芝浦アイランドを拠点に，住民によって作り育てる

水際環境の実現」に向けた『芝浦アイランド生き物の棲

み処づくりプロジェクト』が始動した．本プロジェクト

が開始されるまでの事業者並びに各関係機関の役割分担
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と工事工程を図-1に示す．  

2003 2004 2005 2006 2007

三井不動産

東京都港湾局

区・地域協議会

国土技術政策総合研究所

鹿島建設

目標:

生物共生
承認・許可

計画指導

工事協議

地域住民

参加協議

住民参加

護岸評価調査

護岸利用開始

護岸計画 基本設計

実施設計
護岸施工 協力

住民参加

棲み処づくりプロジェクト

開始

 

図-1 各関係機関の役割分担（柵瀬ら，2007より改編） 

 

2. プロジェクト実施場所の整備：ハード整備 

 

2.1 芝浦アイランド潮だまりの施工概要 

芝浦アイランドは東京湾の中でも湾奥部に位置し，周

りを埋立地に囲まれた運河域の中にある（図-2）．また，

芝浦アイランドには高層マンションが建ち並び約4000戸

を構える新しい街で都市部における典型的なエリアと言

える（図-3）．芝浦アイランド西側護岸は，東京港港湾整

備事業計画の一環として自立式鋼管矢板護岸構造にて新

設され，2005年2月～2006年3月には護岸の老朽化対策・

耐震補強として，既設護岸の前面に新たに前出しを設け

るテラス型護岸が採用され整備されたものである（図-4）．

その前面の水没する平坦部には割栗石が敷かれている全

長約260mの護岸である．また護岸改修工事前の周辺の生

物調査結果で，マハゼ・ウナギ・ボラ・テナガエビ・ベ

ンケイガニ類・ゴカイ類などが観察されたことから，芝

浦アイランド開発予定地の一部護岸に生物共生型を設置

することが決定され，この西側護岸がその対象となった

ものである（柵瀬ら，2008）．以下に整備工程を示す． 

 

 2005年2月 芝浦アイランド南西護岸工事着工 

 2006年3月 テラス部分の潮だまり完成 

 2006年4月 背後擁壁のカニパネル設置完了 

 2006年9月 潮だまり部に山砂を投入（20cm厚） 

 2006年12月 護岸全体工事完了 

 2007年5月 A池：粗朶（2箇所）およびパスタコンク

リート（2箇所）設置 

B池：粗朶を中央に1列設置，パスタコンク

リート（4箇所）設置 

 2007年6月 A池に深場（2.0m×3.5m）を造成し，外周

に粗朶設置．B池中央に粗朶を1列設置．

パスタブロックを両池に設置． 

 2009年7月 A池深場補修，B池土砂投入（底質改良） 

 2011年8月 A池深場 埋め戻し 

139.6 139.65 139.7 139.75 139.8 139.85 139.9 139.95 140 140.05 140.1 140.15
35.1

35.15

35.2

35.25

35.3

35.35

35.4

35.45

35.5

35.55

35.6

35.65

35.7

35.75

139.745 139.75 139.755 139.76
35.63

35.635

35.64

35.645

芝浦アイランド

東京湾

西側護岸

南側護岸

 

図-2 芝浦アイランド位置図 

 

図-3 芝浦アイランド写真 

（Google earth；Gray Buildings ○c 2008 ZENRIN ○c 2012 

Cnes/Spot Image Data SIO,NOAA,U.S.Navy,NGA,GEBCO） 

 

 

図-4 整備前（左）と整備後（右）写真 

 

当初断面は，前出し構造のテラス型護岸構造上に割栗

石（直径15-20cm程度の石）を敷き均すのみの構造断面

であった（図-5）．しかし，2005年に実施された「海の生

き物」の棲み処づくり調査において，石を様々な形状に

設置した磯場をベースにその間隙などに小さな潮だまり

を配置すると共に，木杭などを設置することにより多様

な環境を整備することが提案された（図-6）． 

これを受けて，東京都港湾局は磯場などを実験的に整

備することとし，テラス上に潮だまり（4m×8m×0.5m）
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を2箇所設けることによって潮の満ち引きによってテラ

ス護岸上に擬似的な朔望平均干潮面（潮だまり）を創り

出す工夫がなされた（図-7，図-8）．また，のちに実験的

に底生生物の生息を促すために，潮だまりの中に山砂を

20cm厚で投入も行った．その結果，潮だまりには潮の満

ち引きによって前面護岸と流動をつくりだすための流出

入部（護岸天端より10cm低い）を通して運河からの水が

出入りすることにより，2つの潮だまりのうち，A池は大

きな低潮時には砂床が干出する干潟状態を創り出す構造

として，B池は干出時も常に水が満たされている構造と

して整備された（図-9）． 

 

埋立土（流動化処理）

AP +1.40

計画高 AP +4.20

AP +0.60

AP +1.50

H.W.L. AP +2.10

L.W.L. AP ±0.00

AP -2.90（設計水深）

カニパネル

割栗石0.15～0.20

鋼矢板φ800 t=9
L=18.00m

4.6%

砂

5.0 7.0 1.3
護岸部 潮だまり部

1.50

2.90

単位：m

13.3

AP +1.20

遊歩道

 
図-5 テラス型護岸標準断面図 

 

 
図-6 整備イメージ図 

（「海の生き物」の棲み処づくり調査報告書より抜粋） 

 

割栗石

埋立土（流動化処理）

計画高 AP +4.20

AP +1.80

AP +1.00
AP +1.50

H.W.L. AP +2.10

L.W.L. AP ±0.00

AP -2.90（設計水深）

潮だまり（泥干潟）
水深50cm程度（AP+1.80からの値）

カニパネル

流出入部（ΔH=0.1）

鋼矢板φ800 t=9
L=18.00m

AP +1.90 3.0%

砂

5.0 7.0 1.3
護岸部 潮だまり部

1.80

2.90

13.3

単位：m

遊歩道

 

図-7 潮だまり標準断面図 

 

 
図-8 干潮時（左）と満潮時（右）写真 

 

Ａ池 Ｂ池

 
図-9 テラス護岸全景(上)とA池(下,左)，B池(下,右) 

 

2.2 施工技術とその選択 

当該護岸は，前述のとおり構造形式にテラス型護岸を

採用しその護岸上に潮だまりや干潟を施工することによ

り，魚やゴカイなどの生物が生息しやすい環境を創出し

ようとするものである．また，生き物の生育所造成実験

のための基礎資料とするために，生物定着基盤の比較検

討を行い，石材系，コンクリート系，焼物系，木材系，

布袋系を使った材料について，潮間帯に設置することを

条件とした各材料の性能とそこに定着する生き物との関

係を整理した（付録A）．その検討を踏まえて，間伐枝の

集合体である粗朶と綿状体コンクリートのパスタブロッ

クが採用され，実際に現地に設置した（図-10）．粗朶は，

河川などでは護床や護岸基礎部の根固め等に用いられる

ことが多く，腐食しにくく，屈撓性があること，運搬が

容易であることから，A池においては一部深場をつくっ

たときの土留めとして，B池においてはテナガエビなど

の棲み処となることを期待して中央部に1列配置した．パ

スタブロックは両方の干潟上に点在させた．粗朶につい

ては，隙間において予想通りテナガエビなどの生物が生

息していた他，粗朶自体にも藻類が繁茂し，これを稚魚

が摂食する様子などが確認されている． 

さらに，その他にも生物に配慮した工夫がなされてお

り護岸擁壁もその一つである．護岸擁壁にはカニパネル

（図-11）と呼ばれるパネルと一体となったL型擁壁が採
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用されており，カニパネルは表面が粗面加工され，カニ

が歩きやすく，隠れ場所として深い目地を入れ背後に小

石と土砂を充填させて，カニが出入り出来るように裏込

め部に通じる孔が設けられた． 

 
図-10 粗朶（左）とパスタブロック（右）写真 

 

カニパネル

裏
詰
め

既
設
護
岸

資料提供：鹿島建設株式会社  

図-11 カニパネル 

 

2.3 メンテナンス 

芝浦アイランドのような自然再生（生き物の棲み処づ

くり）に取り組むためには，図-12のような「順応的管理」

の考え方を積極的に適用していくことが重要である（柵

瀬ら，2007；柵瀬ら，2008）．芝浦アイランドの場合では，

最初はテラス部分に潮だまり部分のみが整備されただけ

であった．その後稚魚などの生物の加入が確認されたが，

さらに底生生物の加入を促すために潮だまりの中に山砂

を敷き砂床とした．この取り組みは，順応的管理の考え

に基づくものである． 

その後も自然再生の場において多様な生物の生息を促

すためには，多様な環境を創出することが重要であると

の考えから同じ砂床の中でも，A池の一部に深場を設け，

その深場の土留めに環境に配慮した粗朶を使用するなど

の工夫を行い，B池には中央に粗朶を1列並べて仮完成に

至った．この他，実験の終了に伴うA池の地盤安定を考

慮して深場の埋め戻しやB池の底質の悪化に伴う覆砂に

よる底質改良実施，粗朶などの生物定着基盤材料の入替

など，「順応的管理」の考え方を積極的に導入してきた（図

-13，14）． 

これからも，場を持続的に利活用していくためには，

定期的なメンテナンス作業が発生することが考えられ，

順応的管理手法により，適宜適切な管理方法を適用して

いくことが重要かつ適当であると考えられる． 

目的

個別目標

モニタリング

管理手法のレビュー 管理手法の設定・改善

全体の目標
（環境計画）

具体的な行動計画・
事業実施方針

目標達成基準による管理
 

図-12 順応的管理の概念図 

 

○空の池(Ａ池) 山砂を投入

深場づくり 仮完成

深場埋め戻し 完成

粗朶

深場

 

図-13 芝浦アイランドにおける順応的管理例（A池） 
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○空の池(Ｂ池) 仮完成

底質悪化 底質改良

ゴカイ再生

 

図-14 芝浦アイランドにおける順応的管理例（B池） 

 

3. プロジェクト活動経緯：ソフト整備 

 

芝浦アイランド南地区に造成された護岸において，

2007年4月から国土技術政策総合研究所と東京都港湾局，

港区が連携して実施する「生き物の棲み処づくりプロジ

ェクト」は，その過程で認定NPO法人海塾，東京海洋大

学が加わることによって行政，住民，研究者が協働した

ソフト整備として実施されてきた．活動内容としては，

潮だまりや干潟の機能に関する研究調査，カニ・ゴカイ

などの生き物の観察調査やハゼ釣り調査など住民参加型

の調査の他，地域住民の家族を対象とした座学や，学校

教育プログラムへの協力，地域のイベントでの展示など

を行ってきた．しかし，プロジェクト実施には様々な申

請手続きが必要であり，それぞれのプロジェクトメンバ

ーがそれぞれの役割をもって活動する協働の枠組みも，

こうした施設の利活用に必要不可欠なソフト整備である．  

 
3.1 国土技術政策総合研究所としての調査 

国土技術政策総合研究所は，「都市臨海部に干潟を取り

戻すプロジェクト」のモニタリング地点として調査を行

ってきた．具体的には，芝浦運河周辺における環境影響

の伝播を把握するため，運河内の水質・流速・流向の分

布調査「芝浦運河 海の顔・川の顔調査」（佐藤ら，2007）

をはじめ，潮だまりを主とした調査研究を行ってきた．

以下，これまで取り組んできた調査内容について整理す

る． 

 

主な調査内容である生物調査と水質調査（鉛直分布観

測）および底質調査の一覧を表-1に示す． 

 

(1) 生物調査（潮だまり，運河） 

護岸上の潮だまりにおいては，A池およびB池内の水を

全て水中ポンプにて抜き，砂床が干出した状態でかいぼ

り調査（稚魚調査，ゴカイ調査）を実施した（表-1）．そ

の様子を図-15に示す． 

 

 

  
図-15 水中ポンプによる水抜き状況(上)， 

稚魚調査(下,左)，ゴカイ調査(下,右)  
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表-1 環境調査（生物調査・水質調査・底質調査）一覧 

芝浦アイランドにおける環境調査（生物調査・水質調査・底質調査）一覧

生物調査
(A池)

生物調査
(B池)

生物調査
(南側護岸)

A池
(水温，塩分，DO)

A池前面運河
(水温，塩分，DO)

B池
(水温，塩分，DO)

B池前面運河
(水温，塩分，DO)

A池1地点
B池2地点

底質(含水比，全
有機体炭素量，
全硫化物，強熱

減量)

生き物の棲み処づくり
プロジェクト

平成19年度
（2007年度）

2007年6月17日 日
かいぼり調査

（稚魚）
かいぼり調査

（ゴカイ）
第1回プロジェクト

2007年7月14日 土 第2回プロジェクト

2007年8月11日 土
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

釣り調査 ○ 第3回プロジェクト

2007年10月13日 土
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○ 第4回プロジェクト

2007年12月6日 木
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○

2008年2月23日 土
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○ 第5回プロジェクト

平成20年度
（2008年度）

2008年6月7日 土
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○ 第6回プロジェクト

2008年6月28日 土
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○ 第7回プロジェクト

2008年8月2日 土
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

釣り調査 ○ 第8回プロジェクト

2008年8月30日 土
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○ 第9回プロジェクト

2008年9月26日 金
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○

2008年10月11日 土 干潟調査 第10回プロジェクト

2008年11月14日 金
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○

2008年12月11日 木
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○

2009年1月16日 金
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○

2009年2月17日 火
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○

2009年3月12日 木
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○

平成21年度
（2009年度）

2009年6月25日 木
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○ ○ ○

2009年7月12日 日
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

釣り調査 ○ ○ ○ 第11回プロジェクト

2009年8月21日 金
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○ ○ ○

2009年9月12日 土 釣り調査 第12回プロジェクト

2009年10月16日 金
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○ ○ ○

2009年12月18日 金
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○ ○ ○

平成22年度
（2010年度）

2010年6月17日 木
かいぼり調査
（稚魚・ゴカイ）

網調査，かいぼり調
査

（稚魚・ゴカイ）
○ ○ ○

2010年6月24日 木
網調査，かいぼり調

査
（稚魚）

2010年7月11日 日
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

釣り調査 ○ ○ ○ 第13回プロジェクト

2010年8月12日 木
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○ ○ ○

2010年9月12日 日
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

釣り調査 ○ ○ ○ 第14回プロジェクト

2010年10月8日 金
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○ ○ ○

2010年11月18日 月
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○ ○ ○

2010年12月24日 金
かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ）

かいぼり調査
（稚魚，ゴカイ） ○ ○ ○

平成23年度
（2011年度）

2011年7月17日 日
ゴカイ調査
（ゴカイ）

四つ手網調査，カニ
釣り調査

（稚魚，カニ）
第15回プロジェクト

2011年7月31日 日 釣り調査 第16回プロジェクト

2011年8月28日 日
ゴカイ調査
（ゴカイ）

四つ手網調査，カニ
釣り調査

（稚魚，カニ）
第17回プロジェクト

2011年9月10日 土 釣り調査 第18回プロジェクト

日　付
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A池とB池の潮だまり内で行った稚魚調査について図

-16と図-17に示す．A池，B池共に季節変動などを繰り返

しながら数種類の稚魚やエビ類の生息が確認され，特に

マハゼなどのハゼ科の稚魚が比較的安定的に生息してい

ることから，ハゼ科の稚魚にとって生息場の一つとして

機能していることがわかった． 

A池の干潟部に生息していたゴカイ類の経年変化の結

果を図-18に示す．尚，個体数はA池全体の面積（4m×

8m=32m2）に換算処理している．傾向としては初夏に増

加し，その後秋から冬にかけて減少するような季節変動

を繰り返している様子がうかがえ，ゴカイも潮だまりに

投入した山砂を生息場として利用しており，テラス型護

岸上に埋在性生物を期待する場合には底面を砂床とする

ことが有効であることが示された．その結果，ゴカイな

どを餌とするマハゼなどの稚魚にとっても単なる生息場

として機能するだけでなく，餌場としても機能すること

が考えられる． 

また，芝浦アイランドの南側に位置する南側護岸（図

-2）において，プロジェクト活動の一環として釣り調査

を実施した際の個体数の結果を図-19に示す．南側護岸は

運河前面に対して石積みの緩傾斜護岸となっており生物

に配慮した構造物といえる（図-20）．潮だまりで確認さ

れたマハゼやチチブといったハゼ科の魚が確認され，成

長とともに南側（深い方）にも移動してきているものと

考えられる．潮だまりを含む芝浦アイランド周辺一体が

ハゼ科の魚類にとって生息場として機能していると考え

られた． 

 

 生物調査結果一覧表を付録Bに示しておく． 
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図-16 潮だまり内の稚魚調査結果 A池  
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図-17 潮だまり内の稚魚調査結果 B池  
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図-18 A池ゴカイ調査結果 
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図-19 芝浦南側護岸釣り調査結果 
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図-20 釣り調査状況(上)と芝浦南側護岸断面図(下) 

 

(2) 水質調査（鉛直分布観測） 

水質調査は，A池，B池およびA池前面，B池前面の運

河部で，多項目水質計による水温・塩分およびDO濃度の

鉛直測定を実施した．測定は0.1m間隔で水面から海底上

の範囲で行った（図-21）． 

なお，調査日については表-1に示す． 

  
図-21 多項目水質計(WQC-24)と測定状況 

 

2010年9月と2010年12月のA池とB池における鉛直分布

観測結果を図-22，図-23に示す．A池，B池ともに水温・

塩分はいずれの調査でも水面から海底上まで鉛直的に均

一な状態であった．水温は9月において28～29℃，12月に

おいて17～18℃であった．塩分は9月において11～15で，

12月においてA池は10前後，B池は15前後であった．DO

濃度は9月においてA池で水深が増すにつれて減少傾向

で海底付近の水深0.3m～0.4m付近では1.0mg/l以下とな

っていたが，B池については全水深において4～5mg/lであ

った． 

 

図-22 A池 2010年9月(上)と12月(下)の水質鉛直分布 

 

 

図-23 B池 2010年9月(上)と12月(下)の水質鉛直分布 

 

一方，2010年9月と2010年12月のB池前面運河部におけ

る鉛直分布観測結果を図-24に示す．水温は表層で9月に

おいて30℃近く，12月において20℃近くであった．また，

9月も12月も水深0.5～1.0mに塩分躍層がみられた．DO濃

度は，水深が増すにつれて減少傾向にあったが，特に水

深1.0～1.5m付近で1.0mg/l近くまで急激に減少し，海底付

近でほぼ0.0mg/lとなっていた． 

その他の調査結果については付録Cに示しておく． 

 

図-24 B池前面運河部 2010年9月(上)と12月(下)の水質鉛

直分布 
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(3) 水質調査（定点観測） 

図-25，図-26に示すように連続水質モニタリング用の

水質計を設置してモニタリングを実施した． 

 

B池における2011年9月1日から2011年9月14日の水温

とDO濃度の時系列観測結果を図-27に示す．昼に過飽和，

夜に貧酸素となる明瞭な日周変動が確認された．また

2011年9月12日から13日にかけて2日間の時系列変動を拡

大して図-28に示す．梅山ら（2010）によると，一連の

DO濃度の変動は運河水の流入による海水交換と水中の

植物プランクトンや潮だまり内の付着藻類の光合成によ

る酸素生産やそれらの呼吸による消費等に起因すると示

されている． 

全調査期間の結果については付録D,Eに示しておく．

水質計設置（芝浦アイランド）　A池 設置状況写真

◆設置機器
光学式DO計 機器番号27

機器番号28

◆設置日時
平成22年6月17日（木）
観測開始　16:00～

インターバル　0.5(sec)
サンプル　20
バースト　10(min）
電池　68.47日
メモリー　4,318日

◆設置場所

設置詳細

DO計（機器番号28）

DO計（機器番号27）

芝浦アイランド

ＤＯ計（機器番号27）

（設置水深 地上+0.11m）

ＤＯ計（機器番号28）

（設置水深 地上+0.10m）

芝浦運河側

芝浦アイランド側

8.0m

5.0m

1.3m

2.0m

深場光学式メモリー溶存酸素計

機器番号27

光学式メモリー溶存酸素計

機器番号28

 

図-25 定点観測用水質計(光学式DO計)設置状況（A池） 

（A池浅場: 2010.6.17～2011.12.21） 

（A池深場: 2010.6.17～2011.8.27→8/28深場埋め戻しに伴い，その後はB池へ設置） 

 

水質計設置（芝浦アイランド）　B池 設置状況写真

◆設置機器
テレメータ １号機
DO計 機器番号2
クロロフィル濁度計 機器番号24
波高計 機器番号9
水温計 機器番号11
水温計 機器番号12

◆設置日時
平成22年6月17日（木）
観測開始　16:00～

◆設置場所

設置詳細

芝浦運河側

芝浦アイランド側

・小型メモリー波高計

・小型メモリークロロフィル計

・デジタル水温センサー×2基

テレメータユニット

7.0m

4.5m

2.0m

1.3m

水温計（12）(テレメトリ②)

（設置水深 地中-0.10m）

クロロフィル計、ＤＯ計、波高計

（設置水深 地上+0.12m）水温計（11）(テレメトリ①)

（設置水深 地上+0.06m）

テレメータ

 
図-26 定点観測用水質計(テレメータ式)設置状況（B池） 

（B池: 2010.6.17～2011.11.19） 

※光学式DO計（A池深場からB池へ: 2011.8.28～2011.12.21） 
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図-27 2011年9月1日から9月14日におけるDO濃度時系列観測結果 
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図-28 2011年9月13日から2日間のDO濃度時系列観測結果 
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(4) 底質調査 

潮だまりに砂を投入（土砂投入日：2006年（平成18年）

9月6日）してから約1年後～1年半後にかけてA池の1地点，

B池の2地点の計3地点において，表層泥（22cm×22cm，

層厚5cm，1地点で3回）を採取して，混合し，分析（含

水比，全有機炭素量，全硫化物，強熱減量）を行った．

調査位置，調査内容を図-29に，作業状況を図-30に示す． 

 

 

この範囲で3回採泥

カニパネル部

運河

前面護岸部

カニパネル部

運河

前面護岸部

実験区２（B池）

南側 北側

実験区１（A池）

深場

浅場

 項　目 実 施 内 容

調査項目 底質

実施日

平成19年 8月11日
平成19年10月13日
平成19年12月 6日
平成20年 2月23日　計４回

調査地点
実験区１（A池）
実験区２（B池）北側・南側　　計３地点

調査方法
スミス・マッキンタイヤ型採泥器のバケット部（採泥面積：0.05㎡）を用い
て、表層５cmまでの砂泥を３回採泥し、試料とした。

分析項目 含水比、全有機態炭素量（TOC）、全硫化物（T-S）、強熱減量（IL）

 

図-29 底質調査位置図（上），調査内容（下） 

 

 
図-30 調査状況 

 

底質調査結果を表-2に示す．含水比はA池で38.8～

69.3%，B池北側で40.5～49.6%，南側で46.5～70.7%の範

囲であった．10月のA池およびB池南側の含水比が約70%

と高かった他は，調査時期や調査地点による差は見られ

なかった．その他，全有機態炭素量（A池773～4560mg/kg，

B池北側360～2840mg/kg，B池南側682～4030mg/kg），全

硫化物（A池<0.02～0.09mg/g，B池北側0.03～0.09mg/g，

B池南側0.02～0.07mg/g），強熱減量（A池1.6～2.3%，B

池北側1.6～1.9%，B池南側1.7～2.4%）についても調査時

別，測点別の大きな差は見られず，投入後の底質状況は

全体的に安定していた． 

 

表-2 底質調査結果 

平成19年 8月11日 38.8 4560 < 0.02 1.6
10月13日 69.3 966 0.05 2.3
12月5日 46.9 1850 0.09 2.1

平成20年 2月23日 45.4 773 0.02 1.8
38.8 773 < 0.02 1.6
69.3 4560 0.09 2.3
50.1 2037 0.05 2.0

平成19年 8月11日 45.5 2840 0.09 1.8
10月13日 49.6 1440 0.03 1.9
12月5日 48.9 1560 0.05 1.9

平成20年 2月23日 40.5 360 0.06 1.6
40.5 360 0.03 1.6
49.6 2840 0.09 1.9
46.1 1550 0.06 1.8

平成19年 8月11日 48.8 4030 0.07 2.1
10月13日 70.7 845 0.07 2.4
12月5日 52.1 920 0.02 1.7

平成20年 2月23日 46.5 682 0.04 1.8
46.5 682 0.02 1.7
70.7 4030 0.07 2.4
54.5 1619 0.05 2.0
40.5 360 0.02 1.6
70.7 4030 0.09 2.4
50.3 1585 0.06 1.9
0.1 1 0.02 0.1

注)平均値の算出の際には報告下限値未満を報告下限値として扱った。

報告下限値

含水比
（％）

最小
最大
平均

最小
最大
平均

平均
最小

南側

実験区２（Ｂ池）

最大
平均

調査点

実験区１（Ａ池）

北側

全硫化物
Ｔ－Ｓ

（mg/g乾泥）

強熱減量
ＩＬ

（％）

最小
最大

調査日
全有機態炭素量

TOC
（mg/kg乾泥）

 
 

(5) ベントフロー調査 

 芝浦アイランド護岸上における潮だまりと干潟上の底

生藻類の現存量をベントフロー（多波長蛍光光度計，bbe

社製）により測定し，藻類の遷移過程を把握することを

目的とした．調査日は，土砂投入前後（土砂投入日：2006

年9月6日）の2006年7月31日，9月4日，9月11日，10月10

日に行った（図-31）． 

 土砂投入直前の9月4日と投入後約1ヶ月後の10月10日の

水中底面における底生藻類及び付着藻類の現存量変化に

ついて表-3に示す． 

その他の調査結果については付録Fに示しておく． 

  
図-31 調査状況(左)とベントフロー(bbe社製)（右） 

 

表-3 底生藻類及び付着藻類の現存量変化 

単位：chl-a μg/cm2

範囲 平均 範囲 平均

左岸側 1.26～4.29 3.03 0.10～1.08 0.58
右岸側 1.98～3.87 2.69 0.11～0.82 0.44

範囲 平均 範囲 平均

左岸側 1.98～4.35 3.11 0.04～0.89 0.23
右岸側 0.81～3.79 3.05 0.16～0.41 0.25

2006.9.4 2006.10.10

2006.9.4 2006.10.10B池　水中底面

A池　水中底面
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(6) 鳥類調査 

芝浦アイランド護岸の潮だまり2箇所に対して2台ずつ，

計4台の固定カメラを護岸部に設置して，2007年12月6日

から2008年1月22日まで定点観測を実施した．設置位置を

図-32，設置状況を図-33に示す． 

 

 

カメラ① 

カメラ② 

カメラ③ カメラ④ 

 
図-32 観測機器（カメラ）設置位置 

 

  
図-33 カメラ設置状況 

 

 A池，B池ともにカルガモが最も多く出現し，A池では

のべ120個体以上が確認され，A池はB池よりも個体数，

種類数（A池：7種，B池：3種）ともに多い傾向があった． 

また，本調査では潮だまりを観察している見学者の様

子も確認され，平日・休日ともに大人が多く，通勤や外

出途中に立ち止まっている様子が確認された（図-34）． 

 

  

図-34 出現種（カルガモ）（左）と見学者（右） 

 

(7) 環境啓発活動 

 生き物の棲み処づくりプロジェクトにおいて実施され

てきた結果をフィードバックするために，芝浦運河を含

めた東京湾奥部の運河を京浜運河として，生物の棲み処

の視点から，京浜運河における研究成果や情報を基に「東

京湾環境マップ（京浜運河編）」（国土技術政策総合研究

所，2008）として整理を行っている（図-35）．また芝浦

アイランドにおける調査結果を「芝浦・東京ハゼ釣りマ

ップ（図-36）」「芝浦潮だまりマップ（図-37）」「芝浦生

き物ハンドブック（図-38）」としてとりまとめ，広く関

係者や住民に配布を行うなどの取り組みも行ってきた． 

 

  

図-35 東京湾環境マップ－京浜運河編－ 

 

  

図-36 芝浦・東京ハゼ釣りマップ 

 

  

図-37 芝浦潮だまりマップ 
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図-38 芝浦生き物ハンドブック 

 

3.2 住民参加型の調査と場づくりの実施 

「生き物の棲み処づくりプロジェクト」で行われてき

た住民参加型のイベントについて，年度毎の活動内容を

表-4に示した．平成19年度(2007)から平成23年度(2011)

までの間に合計18回のプロジェクト活動を行ってきた．

最初の2年間については，市民参加型の潮だまりにおける

干潟調査の体験型学習と様々な教材を使用した環境教育

を併用した活動を行い，市民定着型の活動を目指した．3

年目，4年目については体験型学習の中で最も反響が大き

かった南側護岸における釣り調査を実施し，芝浦アイラ

ンド周辺の運河域全体における水環境に触れ合える機会

を設けた．そして5年目はとりまとめ期間として干潟調査

と釣り調査それぞれ2回ずつ実施した． 

また，2.3節に記述した潮だまり内に実験の場として深

場を設ける際と元に埋め戻す際には可能なかぎり市民参

加方式で行い，プロジェクトの目的である「住民によっ

て作り育てる水際環境の実現」に向けた取り組みも行っ

た． 

それらの活動内容により参加者の意欲，積極性は異な

るものの，いずれも十分な効果・成果が得られた． 

 

主な調査内容，活動内容についてまとめる． 

 

(1) 潮だまり内における干潟調査 

干潮時にテラス護岸上に造成した潮だまりに見られる

生物の調査と砂床の中に定着している底生生物の調査を

実施した．潮だまりにはマハゼやチチブなどのハゼ科や

ボラなどの稚魚が確認され，さらにテナガエビなどのエ

ビ類，そして不定期ではあるがA池で2006年7月27日，

2007年6月17日，2008年6月28日，2009年6月25日，B池で

2006年7月27日，2007年10月13日にウナギも確認されてい

る．また，潮だまり周りの転石の隙間やカニパネルには

多数のカニ類が確認された．潮だまり砂床はゴカイの生

息場となっており，それを餌とする稚魚などにとってテ

ラス型護岸が餌の場としても機能していることが確認さ

れ，住民に直接 潮だまりや干潟に触れ合ってもらえるよ

う工夫を行ってきた． 

 

  

図-39 干潟調査状況写真 

 

(2) ハゼ釣り調査 

芝浦アイランド南地区南側護岸の緩傾斜護岸において

は夏場においてマハゼやチチブなどの生息が確認され，

テラス型護岸も含めて芝浦アイランド周辺が生物の生息

場としての機能を有してことが示された． 

 

  

図-40 ハゼ釣り調査状況写真 

 

(3) 環境教育 

環境教育については，海や護岸，潮だまり，干潟など

の基本的な事柄や芝浦アイランドで見られる生物につい

て，オリジナル教材を用いて勉強会を開催してきた．ま

た，粘土細工や模型などを用いた実験的な勉強会も行う

などその時の題材に沿って，子供でも分かるような様々

な工夫を施してきた． 

 

  
図-41 環境教育（座学）風景写真 
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これらの具体的な取り組み状況については付録Gに活

動記録とその時に使用した資料などを掲載しておく． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-4 芝浦アイランド生き物の棲み処づくり活動経緯 

 

芝浦アイランド生き物の棲み処づくりプロジェクト

時間 実施回
参加人数

(一般)
干潟調査

(テラス護岸)
ハゼ釣り調査
(南側護岸)

環境教育 地域イベント展示 メンテナンス

平成19年度
（2007年度）

2007年6月17日 日 11:00～14:00 第1回プロジェクト 13 名 ○ ○ ○
深場づくり

2007年7月14日 土
台風で中止，カ
モプロのみ開催

第2回プロジェクト ○

2007年8月11日 土 9:00～12:30 第3回プロジェクト 13 名 ○ ○

2007年10月13日 土 10:15～14:00 第4回プロジェクト 15 名 ○ ○

2008年2月23日 土 9:45～12:15 第5回プロジェクト 13 名 ○ ○

平成20年度
（2008年度）

2008年6月7日 土 9:45～13:45 第6回プロジェクト 15 名 ○ ○

2008年6月28日 土 10:00～13:45 第7回プロジェクト 10 名 ○ ○

2008年8月2日 土 9:00～11:00 第8回プロジェクト 49 名 ○

2008年8月30日 土 9:30～12:00 第9回プロジェクト 32 名 ○ ○

2008年10月11日 土 10:00～12:00 第10回プロジェクト 8 名 ○ ○

2008年10月19日 日 10:00～17:00 芝浦運河まつり ○
パネル，生き物展示

平成21年度
（2009年度）

2009年7月12日 日 9:30～12:00 第11回プロジェクト 83 名 ○

2009年9月12日 土 9:30～12:00 第12回プロジェクト 83 名 ○

平成22年度
（2010年度）

2010年7月11日 日 9:30～12:00 第13回プロジェクト 104 名 ○

2010年9月12日 日 9:30～12:00 第14回プロジェクト 87 名 ○

2010年10月3日 日 10:00～17:00 芝浦運河まつり
○

パネル，生き物展示
紙粘土細工

平成23年度
（2011年度）

2011年7月17日 日 9:30～12:00 第15回プロジェクト 29 名 ○

2011年7月31日 日 9:30～12:00 第16回プロジェクト 53 名 ○

2011年8月28日 日 9:30～12:00 第17回プロジェクト 29 名 ○ ○
深場砂均し

2011年9月10日 土 9:30～12:00 第18回プロジェクト 46 名 ○

2011年10月2日 日 10:00～17:30 芝浦運河まつり
○

パネル，生き物展示
紙粘土細工

日　付



芝浦アイランド生き物の棲み処づくりプロジェクトの記録／吉田潤・古川恵太・岡田知也・上村了美・梅山崇・早川修 
 

 - 16 -

(4) 地域イベント展示 

地域イベントの一つに，芝浦の町興しの一環として年

に1回行われている芝浦運河まつりがある．2008年10月

19日，2010年10月3日，2011年10月2日については，東京

都港湾局のブースにおいて，パネル展示および生物展示

等を行い，広くプロジェクト活動を周知するための活動

を行った．  

 

  
図-42 運河まつりでの展示状況 

 

3.3 関係者との関わり（許可申請） 

 

(1) 実験場所としての申請 

東京都において整備された芝浦アイランド護岸にお

いて，国土技術政策総合研究所は「都市臨海部に干潟を

取り戻すプロジェクト」のモニタリング地点として調査

を実施するために，実験に使用する場所，使用する理由，

使用する内容，使用にあたっての要望等について東京都

港湾局あてに毎年年度当初に届出を行ってきた． 

 

(2) 調査申請の流れ 

芝浦アイランドにおける環境調査やプロジェクト活

動を行う際には然るべき手続き申請が必要となったため

整理する． 

 

a）海岸保全区域占用協議書，海岸保全区域占用返還届 

芝浦アイランドの護岸自体は東京都の海岸保全施設

であるため，環境調査で使用する水質計やカメラを設置

する際には，海岸保全区域における占用協議が必要とな

る．協議については水質計や固定カメラを設置する国土

技術政策総合研究所から東京都港湾局東京港管理事務所

に対してその都度協議を行った（海岸保全区域占用協議

書）．尚，水質計の撤去時においては原形復旧後，海岸保

全区域占用返還届を提出した． 

 

b）海岸保全施設使用承認申請書（一時使用） 

潮だまりがあるテラス護岸内や南側緩傾斜護岸内は

通常時は立ち入りが禁止されている場所であることから，

市民協働のプロジェクトを行うときや調査を行うために

立ち入るときにはその都度立入り申請の手続きが必要と

なる．水質計のメンテナンスや調査などで国土技術政策

総合研究所が単独で立ち入る際には国土技術政策総合研

究所が手続きを行った．一方，市民協働のプロジェクト

活動でテラス護岸内，南側緩傾斜護岸に立ち入る際には

プロジェクトメンバーである東京都港湾局から東京都港

湾局東京港管理事務所に対して申請する（海岸保全施設

使用承認申請書（一時使用））ことで，事務手続きのスム

ーズ化を図った．そして，実際に調査を行ったり，プロ

ジェクト活動を行う際には調査中であることが分かる表

示と平常時には立ち入り禁止である旨の掲示をするとと

もに，参加者に対して注意喚起を徹底した（図-43）． 

 

  
図-43 調査中の旗（左）と横断幕(右)の設置状況 

 

c）特別採捕許可申請書 

平成23年度の干潟調査で効率化を図るために四つ手

網による調査を実施した（図-44，図-45）．本手法は東

京都漁業調整規則により制限されているため，東京都漁

業共同組合連合会に同意（同意書）を得た上で，東京都

産業労働局に対して，申請（特別採捕許可申請書），許可

を受けたうえで実施した．調査終了後は，結果の概要と

合わせて許可証の返納を行った． 

 

 
図-44 使用した四つ手網 

 

  
図-45 四つ手網を使用した調査状況 
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d）その他 

2009年にはB池の底質改善のため，2011年にはA池の深

場の埋め戻しのための砂入れ等のメンテナンス作業を行

っており，国土技術政策総合研究所の業務委託者によっ

て行われた．砂投入作業にあたっては，護岸管理者であ

る東京都港湾局，遊歩道の管理者である港区，遊歩道お

よび護岸前面車道の日常管理者である三井不動産とそれ

ぞれ調整を行なった．尚，作業にあたっては住民周知用

チラシを作成し周知を図った（図-46）． 

 

  

図-46 住民周知用チラシ2009.7.22(左)と2011.8.27(右) 

 

(3) 協働の枠組み 

本プロジェクトは，東京都港湾局や港区などの行政，

地域住民やその場で活動している認定NPO法人海塾な

どの市民，および国土技術政策総合研究所や東京海洋大

学などの研究者が一体となって活動することによって，

活動がより円滑に進むことを目指した（図-47）．それぞ

れの役割分担については以下のとおりである． 

 

a）国土技術政策総合研究所の役割 

国土技術政策総合研究所は，沿岸環境の把握，自然再

生の技術開発，沿岸域の総合的管理の推進を研究する機

関として，科学的・技術的なサポート，アドバイスをす

る立場にある．芝浦アイランドにおいては，東京湾再生

のための実験的な取り組みの位置付けとして，生物調査

や水質調査を実施した．また，技術的・科学的な視点か

らプロジェクト全体計画の調整・総括，自然啓発活動を

含めた企画立案や住民，行政の間に立って各種調整を行

った．  

 

b）東京都港湾局の役割 

東京都は，護岸の所有者であり，施設の管理，立ち入

り，占有許可権者である．また，運河ルネッサンスとい

った取り組みを通して，協議会との情報交換を行い施設

の整備・景観形成，管理方策のあり方等が検討されてき

ている．芝浦アイランド南側護岸の緩傾斜護岸や西側護

岸のテラス型護岸周辺は，そうした方針，あり方を反映

した先端的な整備事例の一つである．プロジェクト活動

時には，護岸立ち入り申請およびその他諸調整の実施を

行った． 

 

c）港区の役割 

港区は，最も住民との距離の近い行政窓口として，芝

浦の地域活動のバックアップを行う．プロジェクト活動

時は最寄り駅構内へのポスター掲示を含む周知活動や，

プロジェクト会議や環境学習時の場所の提供および調整

の実施を行った． 

 

d）認定NPO法人海塾の役割 

認定NPO法人海塾は，従来より芝浦運河，京浜運河を

拠点とする環境啓発，体験型イベントなどの実施を行っ

てきたNPOである．プロジェクト活動時には住民周知，

および取り纏め，活動時の受付を含むバックアップなど，

さらに住民と行政の間に立っての各種調整を行った． 

 

e）東京海洋大学の役割 

東京海洋大学は，環境教育，環境啓発のあり方や実践

を研究する機関として，科学的・技術的なサポートをア

ドバイスする立場にある．特に教育という面から芝浦ア

イランドでの取り組みに関してアドバイスを行った． 

 

アドバイス・実施・調整

アドバイス・調整

許可・協力・調整

周知・調整 参加・協力参加・協力

行政

東京都港湾局
港区

住民・ユーザー

認定NPO法人海塾
住民・プロジェクト参加者

研究グループ

東京海洋大学
国土技術政策総合研究所

 

 

図-47 芝浦生き物の棲み処づくりプロジェクト構成図 

 

(4) 教育機関との関係 

東京工業大学附属科学技術高等学校科学部では，2008

年度より芝浦運河を対象とした付着性珪藻調査を実施し

ている．当該護岸の芝浦アイランドの潮だまりにおいて，

転石に付着した珪藻採取と水質測定を行っている．観測

結果については，学校の文化祭やホームページで公開し
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ている．このように環境教育の場としても利用されてき

た． 

 

4. プロジェクトから学んだこと lessons learnt：

今後のヒント 

 

4.1 施設のメンテ 

当該護岸はテラス型護岸という特殊な構造であり，さ

らにその中に潮だまりが造成された構造となっていて，

そのための定期的なメンテナンスが必要と予想されてい

た．1つは浮遊ゴミの漂着に対する危惧があった．しか

し，施工された運河沿いは元々ゴミが漂着するような場

所ではないこと，そして潮だまりに流動を創り出すため

の流出入部（護岸天端より10cm低い）を通して運河部へ

出入りする流れをつくりだし，ゴミが溜まりにくい構造

としたため大量のゴミの漂着は見られていない．一般に

は，このようなテラス型護岸を施工する際には，浮遊ゴ

ミが漂着しにくい場所の選定や，ゴミがたまりにくくす

る工夫が必要であろう．もう１つは，潮だまり内への有

機物の堆積の危惧であった．有機物堆積が顕著な場合に

は，酸素消費による嫌気化，それに伴う有機物の嫌気分

解による悪臭の発生，および水質の悪化などが懸念され

る．そのため，有機物の堆積が顕著な場合には除去や覆

砂といった管理が必要となる．実際にB池では2009年7月

に底質の悪化に伴い，覆砂を行っている．底質の悪化を

防ぐ方法として，定期的に潮だまりの中を干出させて好

気化を促したり，攪乱により有機物の堆積の進行を遅ら

せることも有効な方法である．生物調査の「かいぼり」

の際に排水して干出させることや，人が中に入ってかき

混ぜる行為は環境の面からもメンテナンスとして有効で

あると考えられる．  

 

4.2 利用の工夫 

プロジェクト実施にあたって，2009年から2011年のプ

ロジェクト活動時に参加者に対して市民協働調査の基礎

資料とするためアンケートを行った．特に2011年の活動

は干潟調査（第15回，第17回）とハゼ釣り調査（第16回，

第18回）の両方を行っているため，アンケート結果は今

後の類似の活動を行う上で重要な基礎データとなる（図

-48，図-49）．干潟調査もハゼ釣り調査も参加グループ

の人数としては2～3人での参加が多く，そのほとんどが

親子連れであった．また，これまでの本プロジェクト活

動の参加経験について，ハゼ釣り調査時は6割以上がリ

ピーターであったのに対して，干潟調査時には逆に6割

以上が初めての参加者であった． 

干潟調査で親子連れが多かった点については，平らな

テラス部での活動であり，幼児を伴っての家族での参加

が容易であったこと．さらに初めての参加者が多かった

点については，そうした活動の様子を見て，友人の家族

が参加するといった「口コミ」での活動の広がりがあっ

たことなどが原因していたのではないかと推察する． 

一方，ハゼ釣り調査で親子連れが多かった点について

は，柵を有する遊歩道に隣接している護岸であったため，

安全な場であったため幼児連れでも参加できたこと．さ

らにリピーターが多かった点については，「釣り」という

活動内容が想像しやすく，参加への敷居の低さがあった

こと，「釣り」という活動自体に繰り返しチャレンジした

くなるといった特性があるためではないかと考えられる．

このように，市民協働調査を実施するにあたって釣り調

査という手法は市民にとっても魅力的であるとともに，

リピーターを得やすくその活動を定着させるには有効で

あることが分かった． 

参加理由についてもアンケート結果（付録H）を見る

と，「楽しそうだった」の他に，「水辺の生物や環境に興

味があった」「芝浦運河の環境について勉強したかった」

「自然再生活動に協力したかった」など，住民は運河や

そこに棲む生物，さらには活動にも興味をもっているこ

とがわかる．こういったイベントを通して環境学習や体

験型学習を行うことは住民の望む情報の提供という視点

からも有益であり，その場が地元に密着した施設になる

ための有効な手段であることが分かる． 
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図-48 アンケート調査結果（参加グループ人数） 
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図-49 アンケート調査結果（プロジェクト参加回数） 

 

 その他のアンケート調査結果については，付録Hに示

しておく． 

 

また，施設をこのようなプロジェクト活動の場として

利用する際に重要なのは安全対策である．干潟調査時も

ハゼ釣り調査時も調査エリアを限定することによって監

視が行き届くようにした．調査区域を示す安全ロープで

囲いを設け，万一に備え救命浮環，救急箱等の準備も行

った．また，調査中はプロジェクトメンバーをはじめ安

全監視を徹底することにより，住民が安心して参加でき

る環境作りおよび体制を目指した（図-50）． 

 

  
図-50 安全対策(左：救命浮環・安全ロープ）(右：安

全監視状況) 

 

4.3 制度的な工夫 

生物および人と海の触れあいについて東京湾の環境

再生，特に水際線の環境について再認識，活性化，生き

物の営みを助ける場として芝浦アイランドの護岸を使用

して，生き物が生息出来るような場づくりの実験を実施

してこられたのは，多くの機関の協働があってこそのこ

とである． 

プロジェクト実施にあたっては，実験主体である国土

技術政策総合研究所主導のもと東京都港湾局，港区，認

定NPO法人海塾，東京海洋大学，住民等との協働体制が

構成された．これらの参加機関の協働により，芝浦アイ

ランドテラス型護岸の潮だまり，カニパネル，敷石のあ

るテラス部と芝浦アイランド南側護岸の石積み緩傾斜護

岸等が一体として多種多様な生物の生息環境として機能

している事，さらにその場が人と海のふれあいの実践の

場としての利用が可能である事が実証された． 

これらの結果を受けて研究としての取り組みはいっ

たん終了となる．しかし，地元からは今後もこの場を環

境教育の場として，これまでのプロジェクト活動のよう

に継続して利用していきたいという要望が強い．しかし，

今後も利用を継続していくためには，継続利用の主体と，

その要請に対する多様な関係者の全面的で継続的なバッ

クアップ体制の構築，各種許可申請などの事務を担務で

きる事務局機能の確保等が重要な課題となる．そのキー

パーソンになるのが自治会のような地元住民と地元自治

体の協力体制であろう．特に地元自治体の主体的な関与

は，活動の持続性等の面からも必要不可欠な要素である

と考える． 

今後の活動の継続を目指して，地元自治会がプロジェ

クトを引き継いで住民主導で運営していく可能性につい

て検討を行ったが，管理能力や企画立案等に費やす労力

不足といった問題から難しく，ただちにプロジェクト活

動を引き続き行っていく体制は構築できなかった． 

芝浦アイランドにおいても現在今後のあり方につい

て地元自治体を中心とする協議をおこなっているところ

であり，今後の取り組みに注視したい． 

 

5. おわりに 

 

「芝浦アイランド生き物の棲み処づくりプロジェク

ト」をとおして，テラス型護岸の潮だまりを含む芝浦ア

イランド周辺一帯が多様な生き物の棲み処となっている

ことが実証された．棲みついた生き物の観察や調査を通

して，住民と海（運河）のつながりを再生するとともに，

芝浦アイランド周辺一帯は干潟調査やハゼ釣り調査によ

って芝浦運河や東京湾の環境の状態を知る環境監視の場

として都会の人達，特に子供たちが日々の生活の中で自

然環境と触れあうことができた．さらに人とのコミュニ

ケーションをとることができる環境教育の場としても十

分に活用できることも実証されたと言えよう． 

干潟調査や釣り調査は比較的簡易な準備で実施でき

るイベントであり，安全確保・作業の責任分担などの問

題がクリアーされれば，比較的軽微な作業負担で実施で

きると思われる．今後はこの場をどう継続的に活用して

いくか，例えば住民の要望を行政が吸い上げ，その実施
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を市民団体や研究機関がサポートするような体制づくり

が必要である．そして住民，行政，市民団体，研究機関

等が協働して運営していくための方策の検討が進み，都

市臨海部の自然再生，人と海のつながりの再生が促進さ

れることを期待する． 

 

（2012年11月15日受付） 
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付録A 生物定着基盤比較 

 

 

 

図-A.1(1) 生物定着基盤比較検討結果（平成 18 年度 生物定着基盤比較検討報告書より抜粋） 
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図-A.1(2) 生物定着基盤比較検討結果（平成 18 年度 生物定着基盤比較検討報告書より抜粋） 
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　　       魚類
調査日

ハゼ科 ボラ ウナギ
その他
魚類

エビ類
ゴカイ

/0.05m2
ゴカイ

/32m2(4m*8m)
　　       魚類
調査日

ハゼ科 ボラ ウナギ
その他
魚類

エビ類 カニ類
ゴカイ

/0.05m2
ゴカイ

/32m2(4m*8m)
2006/7/27 154 180 2 5 2006/7/27 350 400 1 1 23
2007/6/17 211 25 1 2007/6/17 37.3 23,872

8/11 684 106 61 22 0.3 192 8/11 487 107 2 15 0.7 448
10/13 84 4 13 55 10/13 205 22 1 19 180 0.3 192
12/6 17 8 46 15.0 9,600 12/6 49 9 3 56 2.3 1,472

2008/2/23 3 2 6.7 4,288 2008/2/23 33 113 2.3 1,472
6/7 27 2 24.7 15,808 6/7
6/28 25 1 31.7 20,288 6/28
8/2 11 2 20.7 13,248 8/2
8/30 9 1 5 38.7 24,768 8/30
9/26 10 10 3 13.7 8,768 9/26

10/11 11.3 7,232 10/11
11/14 12 1 1 11.0 7,040 11/14
12/11 21 15.3 9,792 12/11

2009/1/16 17 6.3 4,032 2009/1/16
2/17 6 4.0 2,560 2/17
3/12 3 1.3 832 3/12
6/25 7 1 20.0 12,800 6/25 327 62 50 1.0 640
7/12 4 17.3 11,072 7/12 9 43 0.0 0
8/21 9 11.3 7,232 8/21 13 0.0 0
9/12 9/12

10/16 18 1 13.0 8,320 10/16 11 7 2 0.0 0
12/18 1 1 5.0 3,200 12/18 3 4 0.3 192

2010/6/17 7 3 11.0 7,040 2010/6/17 57 103 11.7 7,488
6/24 6/24 92 41 3 6
7/11 4 24.7 15,808 7/11 129 223 7.0 4,480
8/12 9 14.0 8,960 8/12 98 47 8 9 0.7 448
9/12 44 17 2.7 1,728 9/12 113 9 85 62 0.0 0
10/8 26 16.7 10,688 10/8 169 127 21 0.0 0

11/18 6 8.0 5,120 11/18 103 29 0.0 0
12/24 27 13.7 8,768 12/24 83 23 23 1 1.3 832

2011/7/17 46.0 29,440 2011/7/17 8 104 0.0 0
7/31 7/31
8/28 3.4 2,176 8/28 10 125
9/10 9/10

A池調査結果 B池調査結果

図-B.1 潮だまり及び南側護岸における生物調査結果 

付録 B 潮だまり及び南側護岸における生物調査結果 

　　       魚類
調査日

ハゼ科 マハゼ チチブ その他

2006/7/27
2007/6/17

8/11 80 平成19年度　芝浦運河における生き物の棲み処づくり実験業務（平成20年3月）（(株)東京久栄）

10/13 平成19年度　芝浦運河における生き物の棲み処づくり実験業務（平成20年3月）（(株)東京久栄）

12/6 平成19年度　芝浦運河における生き物の棲み処づくり実験業務（平成20年3月）（(株)東京久栄）

2008/2/23 平成19年度　芝浦運河における生き物の棲み処づくり実験業務（平成20年3月）（(株)東京久栄）

6/7 平成20年度　芝浦アイランドにおける生き物の生態調査補助業務（平成20年10月）（日本ミクニヤ(株)）
6/28 平成20年度　芝浦アイランドにおける生き物の生態調査補助業務（平成20年10月）（日本ミクニヤ(株)）
8/2 49 平成20年度　芝浦アイランドにおける生き物の生態調査補助業務（平成20年10月）（日本ミクニヤ(株)）
8/30 平成20年度　芝浦アイランドにおける生き物の生態調査補助業務（平成20年10月）（日本ミクニヤ(株)）
9/26 平成20年度　芝浦アイランドにおける生き物の生態調査補助業務（平成20年10月）（日本ミクニヤ(株)）

10/11
11/14 平成20年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査業務（平成21年3月）（日本ミクニヤ(株)）
12/11 平成20年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査業務（平成21年3月）（日本ミクニヤ(株)）

2009/1/16 平成20年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査業務（平成21年3月）（日本ミクニヤ(株)）
2/17 平成20年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査業務（平成21年3月）（日本ミクニヤ(株)）
3/12 平成20年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査業務（平成21年3月）（日本ミクニヤ(株)）
6/25 平成21年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査補助業務（平成22年1月）（日本ミクニヤ(株)）
7/12 24 4 79 平成21年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査補助業務（平成22年1月）（日本ミクニヤ(株)）
8/21 平成21年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査補助業務（平成22年1月）（日本ミクニヤ(株)）
9/12 135 8 1 平成21年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査補助業務（平成22年1月）（日本ミクニヤ(株)）

10/16 平成21年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査補助業務（平成22年1月）（日本ミクニヤ(株)）
12/18 平成21年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査補助業務（平成22年1月）（日本ミクニヤ(株)）

2010/6/17 平成22年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査補助業務（平成23年1月）（日本ミクニヤ(株)）
6/24 平成22年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査補助業務（平成23年1月）（日本ミクニヤ(株)）
7/11 12 44 1 平成22年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査補助業務（平成23年1月）（日本ミクニヤ(株)）
8/12 平成22年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査補助業務（平成23年1月）（日本ミクニヤ(株)）
9/12 65 69 6 平成22年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査補助業務（平成23年1月）（日本ミクニヤ(株)）
10/8 平成22年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査補助業務（平成23年1月）（日本ミクニヤ(株)）

11/18 平成22年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査補助業務（平成23年1月）（日本ミクニヤ(株)）
12/24 平成22年度　芝浦アイランドにおける環境評価のための調査補助業務（平成23年1月）（日本ミクニヤ(株)）

2011/7/17 平成23年度　芝浦アイランドにおける環境生物調査業務（平成23年10月）（(株)東京久栄）

7/31 24 31 10 平成23年度　芝浦アイランドにおける環境生物調査業務（平成23年10月）（(株)東京久栄）

8/28 平成23年度　芝浦アイランドにおける環境生物調査業務（平成23年10月）（(株)東京久栄）

9/10 24 1 0 平成23年度　芝浦アイランドにおける環境生物調査業務（平成23年10月）（(株)東京久栄）

南側護岸ハゼ釣り調査結果
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付録C 潮だまり及び芝浦運河の水質鉛直分布観測 

 

 

図-C.1(1) 潮だまり（A 池）水質の鉛直分布 
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図-C.1(2) 潮だまり（A 池）水質の鉛直分布 
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図-C.1(3) 潮だまり（A 池）水質の鉛直分布 
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図-C.2(1) 潮だまり（B 池）水質の鉛直分布 
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図-C.2(2) 潮だまり（B 池）水質の鉛直分布 
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図-C.2(3) 潮だまり（B 池）水質の鉛直分布 
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図-C.3(1) 運河部（A 池前面）水質の鉛直分布 
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図-C.3(2) 運河部（A 池前面）水質の鉛直分布 
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図-C.3(3) 運河部（A 池前面）水質の鉛直分布 
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図-C.4(1) 運河部（B 池前面）水質の鉛直分布 
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図-C.4(2) 運河部（B 池前面）水質の鉛直分布 
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図-C.4(3) 運河部（B 池前面）水質の鉛直分布 
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 2008 年から 2009 年にかけて実施した，潮溜まりおよ

び芝浦運河底面の塩分，DO,水温，濁度，深さ,chl-a の観

測結果を示す．なお，2008 年度の潮溜まりの水深は 0.5m

であったが，2009 年 7 月 12 日に覆砂を実施し水深 0.2m

となっている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満潮位

干潮位

：マルチ水質モニタリングシステム（U-22)

0.5m
0.25m

満潮位

干潮位
：DO（水温）計
：クロロフィル濁度計
：波高計

0.2m
0.1m

図-D.1 観測期間 1 の観測地点 

図-D.2 観測期間 2 の観測地点 

付録 D 潮だまり及び芝浦運河の水質長期観測（2008～2009） 

（平成 22 年 3 月 国土技術政策総合研究所資料「生物生息に配慮したテラス型護岸の造成に関して考慮すべき視点」付

録 A より抜粋） 

（潮だまり） 

観測期間 1：2008 年 7 月 1 日～2009 年 4 月 27 日（図-D.3） 

観測項目：塩分，DO，水温，水深 

 

観測期間 2：2009 年 7 月 12 日～2009 年 12 月 31 日（図-D.4） 

観測項目：DO，水温，濁度，水深，Chl-a 

 

（芝浦運河底面） 

観測期間 1：2008 年 7 月 1 日～2009 年 4 月 27 日（図-D.5） 

観測項目：塩分，DO，水温，濁度，水深 
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図-D.3 潮溜まり水質観測結果（2008 年 7 月 1 日～2009 年 4 月 27 日） 
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図-D.4 潮溜まり水質観測結果（2009 年 7 月 12 日～2009 年 12 月 31 日） 
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図-D.5 芝浦運河底面水質観測結果（2008 年 7 月 1 日～2009 年 4 月 27 日） 
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付録 E 潮だまりの水質長期観測（2010～2011） 

 

 

 

図-E.1 潮だまり（A 池）水質観測状況 

（浅場）2010 年 6 月 18 日～2011 年 12 月 21 日：光学式 DO 計（水温，DO）（図-E.3～図-E.4） 

（深場）2010 年 6 月 18 日～2011 年 8 月 28 日：光学式 DO 計（水温，DO）（図-E.5～図-E.6） 

図-E.2 潮だまり（B 池）水質観測状況 

2010 年 6 月 18 日～2011 年 1 月 30 日，2011 年 4 月 28 日～2011 年 11 月 23 日 

：テレメータ式（水深，DO，クロロフィル，水温）（図-E.7～図-E.10） 

2011 年 8 月 28 日～2011 年 12 月 21 日：光学式 DO 計（水温，DO）（図-E.11） 

水質計設置（芝浦アイランド）　B池 設置状況写真

◆設置機器
テレメータ １号機
DO計 機器番号2
クロロフィル濁度計 機器番号24
波高計 機器番号9
水温計 機器番号11
水温計 機器番号12

◆設置日時
平成22年6月17日（木）
観測開始　16:00～

◆設置場所

設置詳細

芝浦運河側

芝浦アイランド側

・小型メモリー波高計

・小型メモリークロロフィル計

・デジタル水温センサー×2基

テレメータユニット

7.0m

4.5m

2.0m

1.3m

水温計（12）(テレメトリ②)

（設置水深 地中-0.10m）

クロロフィル計、ＤＯ計、波高計

（設置水深 地上+0.12m）水温計（11）(テレメトリ①)

（設置水深 地上+0.06m）

テレメータ

水質計設置（芝浦アイランド）　A池 設置状況写真

◆設置機器
光学式DO計 機器番号27

機器番号28

◆設置日時
平成22年6月17日（木）
観測開始　16:00～

インターバル　0.5(sec)
サンプル　20
バースト　10(min）
電池　68.47日
メモリー　4,318日

◆設置場所

設置詳細

DO計（機器番号28）

DO計（機器番号27）

芝浦アイランド

ＤＯ計（機器番号27）

（設置水深 地上+0.11m）

ＤＯ計（機器番号28）

（設置水深 地上+0.10m）

芝浦運河側

芝浦アイランド側

8.0m

5.0m

1.3m

2.0m

深場光学式メモリー溶存酸素計

機器番号27

光学式メモリー溶存酸素計

機器番号28
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図-E.3 潮だまり（A 池）（浅場）水質観測結果（2010 年 6 月 18 日～2011 年 6 月 12 日） 
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図-E.4 潮だまり（A 池）（浅場）水質観測結果（2011 年 6 月 13 日～2011 年 12 月 21 日） 
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図-E.5 潮だまり（A 池）（深場）水質観測結果（2010 年 6 月 18 日～2011 年 6 月 12 日） 
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図-E.6 潮だまり（A 池）（深場）水質観測結果（2011 年 6 月 13 日～2011 年 8 月 28 日） 
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図-E.7 潮だまり（B 池）水質観測結果（2010 年 6 月 18 日～2010 年 10 月 15 日） 
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図-E.8 潮だまり（B 池）水質観測結果（2010 年 10 月 16 日～2011 年 1 月 30 日） 
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図-E.9 潮だまり（B 池）水質観測結果（2011 年 4 月 28 日～2011 年 8 月 25 日） 
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図-E.10 潮だまり（B 池）水質観測結果（2011 年 8 月 26 日～2011 年 11 月 23 日） 
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図-E.11 潮だまり（B 池）水質観測結果（2011 年 8 月 28 日～2011 年 12 月 21 日） 
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付録 F ベントフロー調査 

 

 

 

 

 

図-F.1 底生藻類及び付着藻類の現存量変化（2006 年 7 月 31 日） 

（平成 18 年度 芝浦アイランドベントフロー調査報告書より抜粋） 

図-F.2 底生藻類及び付着藻類の現存量変化（2006 年 9 月 4 日） 

（平成 18 年度 芝浦アイランドベントフロー調査報告書より抜粋） 
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図-F.3 底生藻類及び付着藻類の現存量変化（2006 年 9 月 11 日） 

（平成 18 年度 芝浦アイランドベントフロー調査報告書より抜粋） 

図-F.4 底生藻類及び付着藻類の現存量変化（2006 年 10 月 10 日） 

（平成 18 年度 芝浦アイランドベントフロー調査報告書より抜粋） 
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G.1 平成19年5月20日（日）：生き物の棲み処づくりプ

ロジェクト事前説明 

 

芝浦運河ざこ市場に合わせた現場見学会を実施した．

芝浦アイランドの護岸に来られた方に，護岸の特性およ

びプロジェクトの予定等をパネルを使い説明した． 

また，今後予定されている現地見学会の下準備を実施し

た（B池）． 

 

 

 

 

付録 G 生き物の棲み処づくりプロジェクト活動報告 
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芝浦港南地区総合支所ブースで掲示 

芝浦港南地区総合支所ブースで掲示 

芝浦アイランド現地に設置した掲示版
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G.2 平成 19 年 6 月 17 日（日）：平成 19 年度 第 1 回生

き物の棲み処づくりプロジェクト（通算 1 回目） 

 

参加者数は合計27名（一般参加13名，カモプロ2名，関

係者12名）であった． 

10:00-11:00 干潟見学 

11:00-11:30 ゴカイの棲み処づくりの座学 

11:30-12:00 昼食休憩 

12:00-14:00 干潟つくり（深場を設置） 

 

調査結果 

・ゴカイ調査（B池）：0.05m2あたり平均37.3匹（0.2g/匹）

（最大：64匹，最小：16匹），池全体換算（4m×8m）で

約23,900匹（4.8kg） 

・稚魚調査（A池）：ハゼ210匹，チチブ1匹，ボラ25匹，

ウナギ1匹，ケフサイソガニ1匹 
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当日配付資料
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G.3 平成 19 年 7 月 14 日（土）：平成 19 年度 第 2 回生

き物の棲み処づくりプロジェクト（通算 2 回目） 

 

台風のため中止，カモプロのワークショップのみ開催 
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G.4 平成 19 年 8 月 11 日（土）：平成 19 年度 第 3 回生

き物の棲み処づくりプロジェクト（通算 3 回目） 

 

参加者数は合計32名（一般参加13名，カモプロ3名，海

塾4名，関係者12名）であった． 

9:00-10:45 A池・B池のの観察 

10:45-11:00 ハゼ釣り講習 

11:00-12:00 ハゼ釣り調査（芝浦アイランド南地区） 

12:00-12:30 釣果報告・終了解散 

 

調査結果 

・稚魚調査（A池）：ボラ106匹，ハゼ科684匹，エビ類22

匹，カダヤシ61匹 

・稚魚調査（B池）：ボラ107匹，ハゼ科487匹，エビ類15

匹，カダヤシ2匹 

・ハゼ釣り調査（南側護岸）：80匹 
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チラシ

調査表（ハゼ釣り調査用） 

調査表（干潟調査用）
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G.5 平成 19 年 10 月 13 日（土）：平成 19 年度 第 4 回

生き物の棲み処づくりプロジェクト（通算 4 回目） 

 

参加者数は合計32名（一般参加15名，カモプロ3名，関

係者14名）であった． 

10:15-11:45 A池・B池の観察 

11:45-12:45 児童高齢者交流プラザへ移動・昼食 

12:45-13:45 講義（ハゼを描こう，粘土遊びで汽水域を

勉強） 

13:45-14:00 ふりかえり 

14:00 終了・解散 

 

調査結果 

・稚魚調査（A池）：ボラ4匹，ハゼ科84匹（内，チチブ5

匹），エビ類55匹，カダヤシ9匹，コトヒキ2匹，ブルー

ギル2匹 

・稚魚調査（B池）：ボラ22匹，ハゼ科205匹（内，チチ

ブ23匹），エビ類180匹，カダヤシ17匹，コトヒキ2匹，

ウナギ1匹 
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チラシ

座学資料（きみもハゼ博士になろう！！）

座学資料（ハゼをかいてみよう！！）
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G.6 平成 20 年 2 月 23 日（土）：平成 19 年度 第 5 回生

き物の棲み処づくりプロジェクト（通算 5 回） 

 

参加者数は合計25名（一般参加13名，カモプロ2名，関

係者10名）であった． 

9:45-10:30 生き物博士講座（スタンプラリー形式） 

10:30-10:45 1年を振り返る 

10:45-11:00 移動 

11:00-11:30 干潟調査，芝浦運河水質調査，プランクト

ン調査 

11:30-12:00 芝浦運河の水質，海からのカモプロ現場見

学 

12:00-12:15 ふりかえり 

12:15 終了・解散 

 

調査結果 

・稚魚調査（A池）：ハゼ科3匹，エビ類2匹 

・稚魚調査（B池）：ハゼ科33匹，エビ類113匹 
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チラシ

座学資料（生き物博士講座 シール形式）

干潟マスター認定証 
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座学資料（きみもカニ博士になろう！！）座学資料（きみもハゼ博士になろう！！）
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G.7 平成 20 年 6 月 7 日（土）：平成 20 年度 第 1 回生

き物の棲み処づくりプロジェクト（通算 6 回） 

 

参加者数は合計約34名（一般参加約15名，カモプロ8名，

港区2名，東京都2名，委託会社スタッフ4名，国総研3名）

であった． 

9:45 南西護岸集合 

10:00-11:00 A池の観察 

11:45-12:00 計測結果の報告 

12:00-12:30 昼食 

12:30-13:30 学習会（ハゼを描いてみよう！） 

13:30-13:45 ふりかえり 

13:45 終了・解散 

調査結果 

 

・稚魚調査（A池）：ハゼ科20匹，チチブ7匹，ボラ2匹，

ゴカイ24.7匹/0.05m2 A池全体換算（4m×8m）で約15,800

匹 
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チラシ 

座学資料（ハゼってどんな生き物？）
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G.8 平成 20 年 6 月 28 日（土）：平成 20 年度 第 2 回生

き物の棲み処づくりプロジェクト（通算 7 回） 

 

参加者数は合計約30名（一般参加約10名，カモプロ7名，

港区2名，東京都2名，委託会社スタッフ5名，国総研4名）

であった． 

10:00 南西護岸集合 

10:15-11:00 A池かいぼり・ゴカイ調査 

11:00-11:45 B池エビ釣り調査 

11:45-12:30 昼食 

12:30-13:30 学習会（生き物を粘土で作ってみよう） 

13:30-13:45 ふりかえり 

13:45 終了・解散 

調査結果 

 

・稚魚調査（A池）：マハゼ10匹，チチブ15匹，ウナギ1

匹，ゴカイ31.7匹/0.05m2 A池全体換算（4m×8m）で約

20,300匹 
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チラシ

座学資料（粘土細工台紙） 

座学資料（干潟に棲む生き物）
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G.9 平成 20 年 8 月 2 日（土）：平成 20 年度 第 3 回生

き物の棲み処づくりプロジェクト（通算 8 回） 

 

参加者数は合計約61名（一般参加49名（大人24名，子供

25名），港区2名，東京都2名，国総研3名，関係者約5名）

であった． 

9:00 南西護岸集合 

9:30-10:45 南側護岸釣り調査 

10:45-11:00 ふりかえり 

11:00 終了・解散 

 

調査結果 

・ハゼ釣り調査（南側護岸）：ハゼ科49匹 
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チラシ

調査シート（ハゼ釣り調査） 
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G.10 平成 20 年 8 月 30 日（土）：平成 20 年度 第 4 回

生き物の棲み処づくりプロジェクト（通算 9 回） 

 

参加者数は合計43名（一般参加約32名，港区2名，東京

都1名，委託会社スタッフ4名，国総研4名）であった． 

9:30 児童・高齢者交流プラザ４F集合 

9:30-10:15 工作（干潟について） 

10:15-10:30 テラス護岸へ移動 

10:30-12:00 A池で生き物調査 

12:00 終了・解散 

 

調査結果 

・稚魚調査（A池）：マハゼ3匹，チチブ6匹，カダヤシ1

匹，エビ類5匹，ゴカイ38.7匹/0.05m2 A池全体換算（4m

×8m）で約24,800匹 
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座学資料（干潟の絵を描いてみよう！）

座学資料（干潟の本）

干潟調査シート
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G.11 平成 20 年 10 月 11 日（土）：平成 20 年度 第 5 回

生き物の棲み処づくりプロジェクト（通算 10 回） 

 

参加者数は一般参加20名（大人8名，子供12名），港区2

名，委託会社スタッフ4名，国総研4名であった． 

10:00-10:10 南西護岸集合，プロジェクト説明，クルー

ズ班分け 

10:10-10:40 青空教室（粘土キットを使った遊び） 

10:40-11:40 クルーズ，干潟調査（3班に分かれて） 

11:40-12:00 修了証，ふりかえり 

12:00 終了・解散 

 

調査結果 

・稚魚調査（A池）：ゴカイ11.3匹/0.05m2 A池全体換算（4m

×8m）で約7,200匹 
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座学資料（生き物シール） 

干潟博士修了証

干潟調査シート
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G.12 平成 21 年 7 月 12 日（日）：平成 21 年度 第 1 回

生き物の棲み処づくりプロジェクト（通算 11 回） 

 

参加者数は一般参加31組，83名であった． 

9:30-10:00 南西護岸集合，開会，調査方法説明，干潟

調査10:00-10:15 移動，釣り具配布 

10:15-11:45 ハゼ釣り調査 

11:45-12:00 集計，講評 

12:00 終了・解散 

 

調査結果 

・ハゼ釣り調査（南側護岸）：マハゼ24匹，チチブ4匹，

その他79匹 
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チラシ

調査シート（ハゼ釣り調査） 
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G.13 平成 21 年 9 月 12 日（土）：平成 21 年度 第 2 回

生き物の棲み処づくりプロジェクト（通算 12 回） 

 

参加者数は一般参加約25組，83名であった． 

9:30-10:00 南西護岸集合，開会，調査方法説明，干潟

調査10:00-10:15 移動，釣り具配布 

10:15-11:45 ハゼ釣り調査 

11:45-12:00 集計，講評 

12:00 終了・解散 

 

調査結果 

・ハゼ釣り調査（南側護岸）：マハゼ135匹，チチブ8匹，

その他1匹 
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チラシ

調査シート（ハゼ釣り調査）
アンケート用紙
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G.14 平成 22 年 7 月 11 日（日）：平成 22 年度 第 1 回

生き物の棲み処づくりプロジェクト（通算 13 回） 

 

参加者数は合計約125名（一般参加約33組，104名，東京

都3名，港区2名，NPO海塾3名，東京海洋大学3名，委託

会社スタッフ7名，国総研3名）であった． 

9:30-10:00 南西護岸集合，開会，調査方法説明，干潟

調査10:00-10:15 移動，釣り具配布 

10:15-11:45 ハゼ釣り調査 

11:45-12:00 集計，講評 

12:00 終了・解散 

 

調査結果 

・ハゼ釣り調査（南側護岸）：マハゼ12匹，チチブ44匹，

その他1匹 
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チラシ
調査シート（ハゼ釣り調査）
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G.15 平成 22 年 9 月 12 日（日）：平成 21 年度 第 2 回

生き物の棲み処づくりプロジェクト（通算 14 回） 

 

参加者数は合計約108名（一般参加約36組，87名，東京

都3名，港区2名，NPO海塾3名，東京海洋大学3名，委託

会社スタッフ7名，国総研3名）であった． 

9:30-10:00 南西護岸集合，開会，調査方法説明，干潟

調査10:00-10:15 移動，釣り具配布 

10:15-11:45 ハゼ釣り調査 

11:45-12:00 集計，講評 

12:00 終了・解散 

12:00-13:00 解散後潮だまり（A池）観察（希望者のみ） 

 

調査結果 

・ハゼ釣り調査（南側護岸）：マハゼ65匹，チチブ69匹，

その他6匹 
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調査シート（ハゼ釣り調査）チラシ
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G.16 平成 23 年 7 月 17 日（日）：平成 23 年度 第 1 回

生き物の棲み処づくりプロジェクト（通算 15 回） 

 

参加者数は合計約45名（一般参加9組，29名，東京都3名，

港区1名，NPO海塾1名，東京海洋大学1名，委託会社ス

タッフ6名，国総研4名）であった． 

9:30-10:00 南西護岸B池集合，開会 

10:00-11:30 干潟調査（稚魚調査，カニ調査，ゴカイ調

査） 

11:30-11:45 記録用紙回収 

11:45-12:00 集計，講評 

12:00 終了・解散 

 

調査結果 

・稚魚調査（B 池）：マハゼ 8 匹 

・カニ釣り調査（B 池）：小 46 匹，中 38 匹，大 20 匹 

・ゴカイ調査（A 池）：ゴカイ 46 匹/0.05m2 A 池全体換算

（4m×8m）で約 29,400 匹 
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チラシ 

調査シート（カニ釣り調査）

調査シート（ゴカイ調査）

調査シート（稚魚調査）
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G.17 平成 23 年 7 月 31 日（日）：平成 23 年度 第 2 回

生き物の棲み処づくりプロジェクト（通算 16 回） 

 

参加者数は合計約69名（一般参加23組，53名，東京都2

名，港区1名，NPO海塾2名，委託会社スタッフ7名，国

総研4名）であった． 

9:30-10:00 南西護岸B池集合，開会 

10:00-10:15 南側護岸へ移動，釣り具配布 

10:15-11:45 ハゼ釣り調査 

11:30-11:45 調査終了，記録用紙回収 

11:45-12:00 講評 

12:00 終了・解散 

 

調査結果 

・釣り調査（南側護岸）：マハゼ 24 匹，チチブ 31 匹，そ

の他 10 匹 
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調査シート（ハゼ釣り調査） 

チラシ 
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G.18 平成 23 年 8 月 28 日（日）：平成 23 年度 第 3 回

生き物の棲み処づくりプロジェクト（通算 17 回） 

 

参加者数は合計約48名（一般参加10組，29名，東京都2

名，港区1名，NPO海塾1名，東京海洋大学1名，委託会

社スタッフ10名（A池改良5名含む），国総研4名）であっ

た． 

9:30-9:45 南西護岸B池集合，開会 

9:45-11:15 干潟調査（稚魚調査，カニ調査，ゴカイ調査） 

11:15-11:30 記録用紙回収 

11:30-12:00 潮だまりA池メンテナンス（砂均し），お子

様勉強会 

12:00 講評・終了・解散 

 

調査結果 

・稚魚調査（B 池）：マハゼ 10 匹 

・カニ釣り調査（B 池）：小 58 匹，中 40 匹，大 26 匹 

・ゴカイ調査（A 池）：ゴカイ 3.4 匹/0.05m2 A 池全体換

算（4m×8m）で約 2,200 匹 
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チラシ

調査シート（カニ釣り調査）

調査シート（ゴカイ調査）

調査シート（稚魚調査）
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G.19 平成 23 年 9 月 10 日（土）：平成 23 年度 第 4 回

生き物の棲み処づくりプロジェクト（通算 18 回） 

 

参加者数は合計約59名（一般参加16組，46名，東京都1

名，港区1名，NPO海塾1名，委託会社スタッフ7名，国

総研3名）であった． 

9:30-10:00 南西護岸A池集合，開会 

10:00-10:15 南側護岸へ移動，釣り具配布 

10:15-11:45 ハゼ釣り調査 

11:30-11:45 調査終了，記録用紙回収 

11:45-12:00 講評 

12:00 終了・解散 

 

調査結果 

・釣り調査（南側護岸）：マハゼ 24 匹，チチブ 1 匹，そ

の他 0 匹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



芝浦アイランド生き物の棲み処づくりプロジェクトの記録／吉田潤・古川恵太・岡田知也・上村了美・梅山崇・早川修 
 

 - 90 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査シート（ハゼ釣り調査）

チラシ
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付録 H アンケート調査結果 

 

 

図-H.1(1) 2009 年 9 月 12 日アンケート調査結果 

2009.9.12芝浦アイランド生き物の棲み処づくりプロジェクトについてのアンケート
アンケート回答数 23

1
60

2
大人 34
学生 0
小学生 15
小学生未満 9
不明 2

3
ある 10
ない 13

4
自分から 12
知人に誘われて 9
子供に誘われて 2
誘われて仕方なく 0

5
楽しそうだった 17
水辺の生物や環境に興味があった 14
芝浦運河の環境について勉強したかった 11
子供に自然とふれあってもらいたかった 11
自然とふれあいたかった 5
住む街をよくしたかった 3
自然再生活動に協力したかった 1
その他：釣りをしたかった、釣りに興味があったから 3

6
楽しい 22
普通 1
楽しくない 0
楽しい理由：子供とパパが大喜び、カニが釣れた、手軽に釣れるから、子供が大喜びです、実際運河に生
息している魚を見ることができよかった
普通の理由：雨

7
ハゼ釣り調査 13
運河クルーズ 8
潮だまり調査（稚魚、ゴカイ、カニ） 5
水質やプランクトン調査 1
粘土などを使った学習会 0
どれも楽しくなかった 0
無回答 6
その他：カヌー 1

8
子供に自然とふれあってもらえた 13
自然と触れ合うことができた 10
芝浦の生き物や環境について知ることができた 10
活動自体が楽しかった 6
住む街の自然再生活動に貢献できた 4
親子のきずなが深められた 2
特にない 0
その他：スタッフさん親切 1

今回の生き物の棲み処づくりプロジェクト（潮だまり観察＋ハゼ釣り調査）はいかがですか？

参加グループの人数を教えて下さい

参加者の構成を教えて下さい

これまでに生き物の棲み処づくりプロジェクトに参加されたことはありますか？

参加されたきっかけを教えて下さい（いくつでもお答えください）

参加された理由を教えてください（いくつでもお答えください）

過去のプロジェクトでどんなメニューが楽しかったですか？（いくつでもお答えください）

過去のプロジェクトで参加してよかったと思うことは何ですか？（いくつでもお答えください）
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図-H.1(2) 2009 年 9 月 12 日アンケート調査結果 

9
特になし 12
ケガをした 0
学習会の内容が難しかった 0
時間が長かった（　　時間程度がよかった） 0
その他：釣り糸がよく絡まってしまった 1
無回答 10

10
２ヶ月に１回 7
３ヶ月に１回 6
毎月 4
４ヶ月に１回 4
半年に１回 2
１年に１回 0

11
芝浦運河についてもっと知りたいと思うようになった 18
芝浦運河や潮だまりをよく観察するようになった（観察しそう） 13
護岸のゴミなどが目につくようになった（目につきそう） 9
芝浦運河やプロジェクトについて知人と話題にするようになった（話題にするかも） 6
芝浦運河のニュースや、活動のホームページ等をみるようになった（みてみたいと思った） 5
特に変化はなかった（なさそう） 0

12

知っていた 8
知らなかった 15

13

有志が集まり代表者がカギを管理し、ゴミ拾いをしたり、子供の干潟遊びの場やイベントでの活用を検討 18
潮だまりに降りて見廻り結果を管理記録としてブログなどに記載する 3
住民だけでは難しい 3
有志が集まり代表者がカギを管理し、ゴミ拾いなどの環境維持をする 3
フェンス越しに潮だまりの周辺にゴミがないか確認する程度 0
無回答 1

14
管理運営を考える住民グループの存在 11
取り組みのリーダー役 7
金銭的支援（掃除用具など） 6
行政や専門家の人的、技術的支援 4
安全面への対策 4
管理運営の具体的な計画（例：2ヶ月1回ゴミ拾いをする、運河まつりにイベントで活用等） 4
住民だけでは難しい 3
特に課題はない 0

15

思う 8
思わない 0
どちらともいえない 14
無回答 1

16
私たちだけだと話し合いが必要
このような企画、取り組みをして頂き、ありがたいと思いました。水質がきれいになるように、私も何か力に
なりたいと思いました。
継続することに意味があると思います

もし住民の皆さんに潮だまりの管理運営を考えていただける場合、どのようなことならできるとお考えです
か？

住民主体での管理運営を考える場合、どのような課題が解決されれば実現できると思われますか？

前の質問での回答が改善できた場合、あなたは管理運営の有志の一員となってもよいと思われますか？

住民主体での取り組みについてのご意見、プロジェクトに関するご意見などご自由にお聞かせください。

これまでのプロジェクトで楽しくなかったことはありますか？（いくつでも）

今後このような住民協働プロジェクトを開催する場合、どれくらいのペースが適当だと思いますか？

プロジェクトに参加して、芝浦運河の環境への意識や行動に変化はありましたか？ありそうですか？

生き物の棲み処づくりプロジェクトは、「芝浦アイランドを拠点に、住民の皆さんが造り育てる水際環境の実
現」が目標であり、潮だまりの継続的な管理運営について皆さんに考えていただくことが目的でした。この目
標および目的を知っていましたか？
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図-H.2 2010 年 7 月 11 日アンケート調査結果 

2010.7.11芝浦アイランド生き物の棲み処づくりプロジェクトについてのアンケート
アンケート回答数 36

1
75

2
大人 44
学生 1
小学生 23
小学生未満 6
不明 1

3
楽しそうだった 16
水辺の生物や環境に興味があった 11
芝浦運河の環境について勉強したかった 7
自然再生活動に協力したかった 4
自然とふれあいたかった 4
子供に自然とふれあってもらいたかった 12
住む街をよくしたかった 3
その他：前回も参加して楽しかったから（3票） 3

4
毎月 4
２ヶ月に１回 2
３ヶ月に１回 5
４ヶ月に１回 2
半年に１回 11
１年に１回 0

5
たくさんの生物が棲む美しい運河をいつまでも残していく活動をこれからも期待しています。
小学生以上のお子さんに限って頂きたい。幼児や小さいお子さんは大変危険ですし、迷惑です。
水遊びが出来るようにしてほしい。
ハゼ釣りプロジェクト全て参加しています。すばらしい企画だと思うので、今後も続けてほしいです。
ハゼとカニのイベントをしてほしい。
いろんなイベント企画をしていただきたい（有料でも可）。

参加グループの人数を教えて下さい

参加者の構成を教えて下さい

参加された理由を教えてください（いくつでもお答えください）

今後このような住民協働プロジェクトを開催する場合、どれくらいのペースが適当だと思いますか？

プロジェクトに関するご意見、要望などご自由にお聞かせください。
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図-H.3 2010 年 9 月 12 日アンケート調査結果 

2010.9.12 芝浦アイランド生き物の棲み処づくりプロジェクトについてのアンケート
アンケート回答数 34

1
79

2
大人 39
学生 4
小学生 17
小学生未満 8
不明 11

3
ある 15
　２回目 6
　３回目 5
　４回目 3
　５回目 1

ない 15

4
ある 3

ない 27

5
楽しそうだった 21
水辺の生物や環境に興味があった 11
芝浦運河の環境について勉強したかった 12
自然再生活動に協力したかった 6
自然とふれあいたかった 8
子供に自然とふれあってもらいたかった 10
住む街をよくしたかった 5
その他 2
無回答 1
その他：いつも見ていた（1票）、国際交流のため（1票）

4
毎月 4
２ヶ月に１回 5
３ヶ月に１回 10
４ヶ月に１回 2
半年に１回 8
１年に１回 1

5

普段、近くにある運河ですが生物に触れる機会は少なく今回も良い体験になりました。ありがとうございました。
とても楽しかったです。
魚感動しました！とても楽しかったです。このご恩は一生忘れません。何か手伝いできれば。
誰でも家族で参加できてとても良かった。

プロジェクトに関するご意見、要望などご自由にお聞かせください。
次回はもっと釣れますように。もう少しだけ涼しければ最高です。また参加したいです。ありがとうございました。
結果を知らせて！
今回は釣果なし･･･次回はがんばります。
マハゼは釣れなかったけれど、チチブはたくさん釣れて楽しかった。
良いプロジェクトだと思います。芝浦の水がきれいなことに驚きました。

今後このような住民協働プロジェクトを開催する場合、どれくらいのペースが適当だと思いますか？

参加グループの人数を教えて下さい

参加者の構成を教えて下さい

本プロジェクトに今まで参加された事がありますか？ある場合は今回を含めて何回目ですか？

本プロジェクト以外で釣りイベントに参加されたことがありますか？ある場合は何のイベントでしたか？

参加された理由を教えてください（いくつでもお答えください）
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2011.7.17 芝浦アイランド生き物の棲み処づくりプロジェクトについてのアンケート
アンケート回答数 13

1
25

2
大人 10
学生 4
小学生 8
小学生未満 3
不明 0

3
ある 4
　２回目 1
　３回目 0
　４回目 0
　それ以上 3

ない 8

4
ある 7

ハゼ釣り 3
テナガエビ釣り 1
潮溜まり調査 1
潮干狩り 1

ない 4
不明 1

5
楽しそうだった 6
水辺の生物や環境に興味があった 10
芝浦運河の環境について勉強したかった 6
自然再生活動に協力したかった 4
自然とふれあいたかった 5
子供に自然とふれあってもらいたかった 4
住む街をよくしたかった 4
その他：

4
毎月 1
２ヶ月に１回 6
３ヶ月に１回 2
４ヶ月に１回 1
半年に１回 2
１年に１回 0

5 プロジェクトに関するご意見、要望などご自由にお聞かせください。
調査は人数が多いと大変ですが（場所の広さを見て）広く広報してほしい。多くの人々に環境の大切さを伝えてほしい。いつもご苦労様です。

季節が変わっていく様子を見てさわって感じられたら良いと思います。子供たちが体を使って行えたら嬉しいです。
夏などに行っていただいたので、参加しやすかったです。
環境再生が実感できて楽しかった。

今後このような住民協働プロジェクトを開催する場合、どれくらいのペースが適当だと思いますか？

参加グループの人数を教えて下さい

参加者の構成を教えて下さい

本プロジェクトに今まで参加された事がありますか？ある場合は今回を含めて何回目ですか？

本プロジェクト以外で干潟のイベントに参加されたことがありますか？ある場合は何のイベントでしたか？

参加された理由を教えてください（いくつでもお答えください）

図-H.4 2011 年 7 月 17 日アンケート調査結果 
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図-H.5 2011 年 7 月 31 日アンケート調査結果 

2011.7.31 芝浦アイランド生き物の棲み処づくりプロジェクトについてのアンケート
アンケート回答数 18

1
42

2
大人 29
学生 0
小学生 7
小学生未満 2
不明 4

3
ある 10
　２回目 5
　３回目 5
　４回目 0
　５回目 0

ない 6

4
ある 4
ない 11
不明 1

5
楽しそうだった 10
水辺の生物や環境に興味があった 8
芝浦運河の環境について勉強したかった 8
自然再生活動に協力したかった 5
自然とふれあいたかった 3
子供に自然とふれあってもらいたかった 5
住む街をよくしたかった 0
その他： 2

4
毎月 1
２ヶ月に１回 3
３ヶ月に１回 6
４ヶ月に１回 1
半年に１回 5
１年に１回 0

5

今後このような住民協働プロジェクトを開催する場合、どれくらいのペースが適当だと思いますか？

参加グループの人数を教えて下さい

参加者の構成を教えて下さい

本プロジェクトに今まで参加された事がありますか？ある場合は今回を含めて何回目ですか？

本プロジェクト以外で釣りイベントに参加されたことがありますか？ある場合は何のイベントでしたか？

参加された理由を教えてください（いくつでもお答えください）

楽しかったです！楽しみながら何かの役に立つことができうれしいです！
環境問題に対する取り組みは素晴らしい企画だと思います。分析結果はＨＰで紹介されると思いますが、携帯メールでＨＰ掲載日を教えてくれればありがたいです。

楽しかったです。今後も参加させて頂きたい。

プロジェクトに関するご意見、要望などご自由にお聞かせください。
面白い
とても楽しくて良い
専門家がそろっていて指導して頂ける点が良い
スタッフの方がとても親切で助かりました
子供が自然にふれあうことのできるよい機会だと思います。これからもたくさんの生物が棲むきれいな運河、街になってもらいたいです。
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2011.8.28 芝浦アイランド生き物の棲み処づくりプロジェクトについてのアンケート
アンケート回答数 14

1
33

2
大人 16
学生 5
小学生 7
小学生未満 5

3
ある 3
　２回目 1
　３回目 1
　４回目 0
　それ以上 1
ない 11

4
ある 4

潮彩の渚（東神奈川） 1
ハゼ、潮だまり、カニ 1
葛西臨海公園、西なぎさ 1
ハゼ釣り 1

ない 10

5
楽しそうだった 9
水辺の生物や環境に興味があった 8
芝浦運河の環境について勉強したかった 5
自然再生活動に協力したかった 4
自然とふれあいたかった 5
子供に自然とふれあってもらいたかった 8
住む街をよくしたかった 3
その他(職務・カモプロメンバー） 1

4
毎月 4
２ヶ月に１回 3
３ヶ月に１回 2
４ヶ月に１回 3
半年に１回 1
１年に１回 1

5 プロジェクトに関するご意見、要望などご自由にお聞かせください。
いろんな生物がいて楽しかったです。
多くの人にこの活動を知ってもらい、環境の事を考えてほしい。調査はあまり人数になると大変なのでこの程度でいいと思うが・・・。今後メンバーの調整が必要か？

身近な運河の生態について分かりました。楽しかったです。

今後このような住民協働プロジェクトを開催する場合、どれくらいのペースが適当だと思いますか？

参加グループの人数を教えて下さい

参加者の構成を教えて下さい

本プロジェクトに今まで参加された事がありますか？ある場合は今回を含めて何回目ですか？

本プロジェクト以外で干潟のイベントに参加されたことがありますか？ある場合は何のイベントでしたか？

参加された理由を教えてください（いくつでもお答えください）

図-H.6 2011 年 8 月 28 日アンケート調査結果 
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図-H.7 2011 年 9 月 10 日アンケート調査結果 

2011.9.10 芝浦アイランド生き物の棲み処づくりプロジェクトについてのアンケート
アンケート回答数 25

1
67

2
大人 40
学生 2
小学生 12
小学生未満 6
不明 7

3
ある 20
　２回目 9
　３回目 5
　４回目 2
　５回目 4

ない 5

4
ある 8
ない 16
不明 1

5
楽しそうだった 11
水辺の生物や環境に興味があった 14
芝浦運河の環境について勉強したかった 6
自然再生活動に協力したかった 7
自然とふれあいたかった 7
子供に自然とふれあってもらいたかった 12
住む街をよくしたかった 5
無回答 2

4
毎月 7
２ヶ月に１回 9
３ヶ月に１回 3
４ヶ月に１回 2
半年に１回 2
１年に１回 1
無回答 1

5

楽しかったです。こんな所で釣りができると思わなかったです。
難しかった

足場が悪いので小さな子供がさんかしやすいように。竿を持ち歩きやすく（糸はまいて輪ゴムにかける）。釣らない参加者にパラソルなど。

プロジェクトに関するご意見、要望などご自由にお聞かせください。

参加者の構成を教えて下さい

また参加します
楽しい企画です
楽しく参加させていただきました

安全ロープの外の方が釣れる
釣れませんでした
楽しかったです
今日は楽しく参加させて頂きました。運河が少しでもきれいになるように住民参加のイベントを企画して下さい

参加グループの人数を教えて下さい

今後このような住民協働プロジェクトを開催する場合、どれくらいのペースが適当だと思いますか？

参加された理由を教えてください（いくつでもお答えください）

本プロジェクトに今まで参加された事がありますか？ある場合は今回を含めて何回目ですか？

本プロジェクト以外で釣りイベントに参加されたことがありますか？ある場合は何のイベントでしたか？



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土技術政策総合研究所資料 

TECHNICAL NOTE of N I L I M 

No. 706         December 2012 

編集・発行 C国土技術政策総合研究所 

 

 

 

本資料の転載・複写のお問い合わせは  

〒239-0826 神奈川県横須賀市長瀬 3-1-1 

管理調整部企画調整課   電話：046-844-5019 

 

 

 

 




